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ＮＴＴ固有サービス制御仕様 

 
 

 



技別 17-1 

 

本紙の位置づけ 

 本別表は当社網と特定端末系事業者及び特定中継事業者網間に適用します。当社網と他の事業

者網との間では、適用できない場合があります。 

 

NTT 固有サービス制御プロトコルは ITU-T 勧告によらず当社固有のプロトコル規定とする。 

 

        No.７信号方式での機能ブロックの位置付けを図に示す。 

 

                  ISDN 付加              網特有    NTT 固有    ノード             ノード 

レイヤ７          ユーザ部                 ASE     サービス   

             ISDN           トランザクション機能   制  御     

レイヤ４～６ユーザ部（ISUP）      （TC）                              No7 信号網 

                                                                               

レイヤ３                  信号接続制御部（SCCP）                         SCCP 

                                                                 MTP     MTP     MTP 

レイヤ１～２        メッセージ転送部（MTP） 

 

図  機能ブロックの位置付け 

 

    共通線信号の使用形態、信号転送効率の点から、パラメータによるデータ転送を行い、送受信信号

間の関連付け、合理性検査等はユーザ管理とする。 

  また、データ部フォーマットは高度電話網サービスに限らず、汎用性を持たせるとともに、拡張性も

考慮する。 

NTT 

固有 

ｻｰﾋﾞｽ 

制御 

SCCP SCCP 

NTT 

固有 

ｻｰﾋﾞｽ 

制御 
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１．  データ部基本構成 

      データ部はデータ共通部と転送データ部から構成される。 

      データ部基本構成を図１に示す。 

 

長さ表示 

ユーザクラス（USCL） 

 

相手局呼識別番号（MCID） 

   

 

自局呼識別番号（SCID） 

 

シーケンス番号（SQNM） 

信号種別（MSCD） 

 

転送データ部 

 

パラメータ終了（EOP） 

 

図１  データ部基本構成 

 

データ共通部 
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１．１  データ共通部基本構成 

  １．１．１  汎用ヘッダ部 

              汎用ヘッダを用いたパラメータ構成とする。汎用ヘッダは、パラメータ長種別 

              (ＰＬＩ)およびパラメータ名により構成される。汎用ヘッダは図１．１．１に 

              示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｆ０        Ｆ１                   

                               長さ表示(ＰＬＩ＝１１の時設定)                    

図１．１．１  汎用ヘッダ部 

 

                             ＰＬＩ：パラメータ長種別 

                               ００：固定長(１バイト) 

                               ０１：固定長(２バイト) 

                               １０：固定長(３バイト) 

                               １１：可変長パラメータ 

                               (パラメータ長は後続オクテットで表示する) 

                             Ｆ０、Ｆ１：パラメータ名 
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  １．１．２  パラメータ部 

              データ共通部のパラメータ一覧を表１．１．１に示す。 

 

表１．１．１  データ共通部のパラメータ一覧 

                     パラメータ名          略称       Ｆ０      Ｆ１     ＰＬＩ 

                  ユーザクラス           ＵＳＣＬ    ０００    ００１     ００ 

                  相手局呼識別番号       ＭＣＩＤ    ０００    ０１０     １０ 

                  自局呼識別番号         ＳＣＩＤ    ０００    ０１１     １０ 

                  シーケンス番号         ＳＱＮＭ    ０００    １００     ００ 

                  転送データ             ＩＮＦ      ０００    １０１     １１ 

                  信号種別               ＭＳＣＤ    ０００    １１０     ００ 

                  パラメータ終了表示     ＥＯＰ      ０００    ０００     ００ 
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１．２．  データ共通部個別構成 

  １．２．１  ユーザクラス 

              ユーザクラスを図１．２．１に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

   ＰＬＩ     Ｆ０        Ｆ１     ０ 

            ユーザクラス           １ 

図１．２．１  ユーザクラス 

 

ＰＬＩ＝００、Ｆ０＝０００、Ｆ１＝００１ 

                  ユーザクラス＝０１  ：高度電話網サービス 

                         その他：予備 
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  １．２．２  相手局／自局呼識別番号 

              相手局／自局呼識別番号を図１．２．２に示す。 

 

 ７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｆ０        Ｆ１     ０           

                                                           Ｌ  １        

                                                               ２        

                               Ｍ                              ３          

図１．２．２  相手局／自局呼識別番号 

 

ＰＬＩ＝１０、Ｆ０＝０００、Ｆ１＝０１０／０１１ 

    ２４ｂｉｔの２進数表現 

    ＭＣＩＤ／ＳＣＩＤは各々信号の送受信局で付与した 

    呼識別番号を表示する。 

    Ｌ＝ＬＳＢ：最下位の桁 

    Ｍ＝ＭＳＢ：最上位の桁 
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  １．２．３  シーケンス番号 

              シーケンス番号を図１．２．３に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｆ０        Ｆ１     ０           

                                     シーケンス番号        Ｍ  １        

図１．２．３  シーケンス番号 

 

                        ＰＬＩ＝００、Ｆ０＝０００、Ｆ１＝１００ 

                        シーケンス番号：１ 

Ｍ＝Ｍｏｒｅ Ｄａｔａ Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ 

                            ０：後続信号無 

                            １：後続信号有 
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  １．２．４  信号種別 

              信号種別を図１．２．４に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｆ０        Ｆ１     ０           

                                    Ｈ０            Ｈ１       １        

図１．２．４  信号種別 

 

ＰＬＩ＝００、Ｆ０＝０００、Ｆ１＝１１０ 

                         信号種別一覧を表１．２．１に示す。 

 

 

 

表１．２．１  信号種別(ＭＳＣＤ)一覧 

       信号群             H0    H1    略 称        方  向       信  号  名   

加入者データアクセス     0001  0001  ＳＤＲＱ  ＳＡＰ→ＳＣＰ   加入者データ問合わせ 

                               0010  ＳＤＲＰ  ＳＡＰ←ＳＣＰ   加入者データ問合わせ応答 

セカンドアクセス         0010  0011  ＲＣＲＱ  ＳＡＰ→ＳＣＰ   再制御依頼 

                               0100  ＲＣＲＰ  ＳＡＰ←ＳＣＰ   再制御応答 

                               0101  ＲＣＩＤ  ＳＡＰ←ＳＣＰ   再制御指示 

                               0110  ＣＮＲＥ  ＳＡＰ→ＳＣＰ   接続結果報告 

加入者データアクセス中継 0011  0001  ＣＴＩＦ  ＳＣＰ→ＳＣＰ   呼転送情報 

課金情報転送             0110  0001  ＣＨＩＦ  ＳＡＰ→ＳＣＰ   課金情報 

                               0010  ＣＨＡＫ  ＳＡＰ←ＳＣＰ   課金応答 

保守運用情報             0111  0001  ＬＮＣＭ  ＳＡＰ←ＳＣＰ   通話路確認 

                               0010  ＬＮＲＰ  ＳＡＰ→ＳＣＰ   通話路確認応答 

                               0011  ＬＮＩＮ  ＳＡＰ→ＳＣＰ   通話路初期設定 

                               0100  ＬＮＡＫ  ＳＡＰ←ＳＣＰ   通話路初期設定応答 

 

  注  上記以外のＨ０、Ｈ１は、未使用。 
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２  転送データ部 

  ２．１  転送データ部基本構成 

 

転送データ部基本構成を図２．１に示す。 

   

       

    データ共通部 

 

         パラメータ名 X 

      転送データ部     パラメータ（X） 

       ・ 

       ・ 

       ・ 

        パラメータ名 Z 

        パラメータ（Z） 

   パラメータ終了表示 

 

図２．１  転送データ部基本構成 
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２．２  パラメータ構成(Ｐ０Ｐ１) 

        転送データは、データ内容を示すヘッダを前置きするパラメータ列で構成される。 

  ２．２．１  転送データ部基本構成(ヘッダ部) 

             パラメータ長種別を図２．２．１に、パラメータ名を表２．２．１に示す。 

              

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                                 ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１ 

                                 長さ表示(ＰＬＩ＝１１の時設定) 

図２．２．１  パラメータ長種別 

 

                    ＰＬＩ：パラメータ長種別(２ｂｉｔ) 

                      ００：パラメータ無し 

                      ０１：固定長パラメータ(１バイト) 

                      １０：可変長パラメータ(パラメータ長表示継続：オクテット／２) 

                      １１：可変長パラメータ(パラメータ長表示継続：オクテット) 

                    Ｐ０、Ｐ１：パラメータ名(３ｂｉｔ＋３ｂｉｔ) 

 

 

 

表２．２．１  パラメータ(Ｐ０、Ｐ１)名一覧 

   Ｐ１ 

          ０００     ００１     ０１０     ０１１     １００     １０１     １１０     １１１         

 Ｐ０ 

                    課金信号   切断イべ   課金信号   通話路確   再制御対   初期設定   接続結果 

 ０００   未使用    要求フラ   ント       再送要求   認フラグ   象フラグ   フラグ     信号要求 

                    グ                    フラグ                                      フラグ 

                                                      事業者情   着ＩＮ               順方向呼 

 ００１   未使用     未使用     未使用     未使用     報転送    番号     試験呼情報 表示 

 

         発信ＫＡ   発信ＩＤ   発ユーザ   着ユーザ              着信端末   付加ユー   発ユーザ 

 ０１０                        種別       番号        未使用    番号       ザ種別     番号 

 

         ダイヤル   発信者番   汎用番号   第２網機     

 ０１１  数字       号非通知              能種別     発番号       未使用     未使用    未使用 

                    理由 

         接続指示                         再制御ダ   呼識別番   二重化識   網機能種   課金形態 

 １００              未使用     未使用    イヤル情   号         別表示     別         指示 

                                          報 

         着信拒否   着信拒否   信号局     理由表示   機能レベ   ユーザ設   通信路要   ＩＳＵＰ 

 １０１  遭遇呼     制御       番号                  ル表示     定番号     求表示     １リンク 

                                                                                      希望表示 

         通話開始   通話終了   通話時間   案内回数   料金通知   料金算定   ＩＰ番号   課金情報 

 １１０  時刻       時刻                             情報       区間ＭＢ 

                                                                Ｉ 

         ＮＳＰ     接続結果   ＡＲＥ     待合せ     課金情報   発信地域   隣接網 

 １１１  設定情報   イベント   制御結果   開始時刻   送出指示   情報       形態識別    未使用 

                               イベント 
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  ２．２．２  転送データ部個別構成 

    (１)  発信ＫＡ、発信ＩＤ、着信端末番号 

          発信ＫＡ、発信ＩＤ、着信端末番号を図２．２．２に示す。 

 

                              ７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１     

                               *1  *2       digit number       

                                    Ｄ１            Ｄ０       

                                    Ｄ３            Ｄ２       

                                                               

                                               

                                 Ｄn/filler         Ｄm        

図２．２．２  発信ＫＡ、発信ＩＤ、着信端末番号 

 

                 (発信ＫＡ)      ＰＬＩ＝１０、Ｐ０＝０１０、Ｐ１＝０００ 

                 (発信ＩＤ)      ＰＬＩ＝１０、Ｐ０＝０１０、Ｐ１＝００１ 

                 (着信端末番号)  ＰＬＩ＝１０、Ｐ０＝０１０、Ｐ１＝１０１ 

                 ｄｉｇｉｔ ｎｕｍｂｅｒ；数字桁数 

                     Ｄｎ＝０００１  １        ＝１０００  ８ 

                         ＝００１０  ２        ＝１００１  ９ 

                         ＝００１１  ３        ＝１０１０  ０ 

                         ＝０１００  ４        ＝１０１１  ＊ 

                         ＝０１０１  ５        ＝１１００  ＃ 

                         ＝０１１０  ６        ＝その他    予備 

                         ＝０１１１  ７ 

                 ｆｉｌｌｅｒ：奇数桁の時ａｌｌ‘０’を設定する 

                 ＊１  通知判定表示    ０：通知可 

                                       １：通知不可 

                 ＊２  網検証識別      ０：予備 

                                       １：網検証なし 

 

･
･
･
･ 
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    (２)  ダイヤル数字 

            ダイヤル数字を図２．２．３に示す。 

 

                               ７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１             

                                TYPE       digit number                                            

                                    Ｄ１            Ｄ０                       

                                    Ｄ３            Ｄ２                       

                                                      

                                              

                                 Ｄn/filler         Ｄm                    

図２．２．３  ダイヤル数字 

 

                     ＰＬＩ＝１０、Ｐ０＝０１１、Ｐ１＝０００ 

                     ＴＹＰＥ＝００    市外番号：市外プレフィックス｢０｣ 

                                                 を消去した全国番号 

                             ＝０１    特番系列 

                             ＝１０    付加ダイヤル 

                             ＝１１    国内番号フォーマットのネットワーク 

ルーティング番号（国内用） 

                             ＝その他  予備 

                     ｄｉｇｉｔ ｎｕｍｂｅｒ；数字桁数 

                         Ｄｎ＝０００１  １        ＝１０００  ８ 

                             ＝００１０  ２        ＝１００１  ９ 

                             ＝００１１  ３        ＝１０１０  ０ 

                             ＝０１００  ４        ＝１０１１  ＊ 

                             ＝０１０１  ５        ＝１１００  ＃ 

                             ＝０１１０  ６        ＝その他    予備 

                             ＝０１１１  ７ 

                     ｆｉｌｌｅｒ：奇数桁の時ａｌｌ‘０’を設定する 

 

･
･
･
･ 
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    (３)  課金信号要求フラグ 

          課金信号要求フラグを図２．２．４に示す。 

 

                              ７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                              ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１             

                                          予備                   ＣＨＳＦ  

図２．２．４  課金信号要求フラグ 

 

                         ＰＬＩ＝０１、Ｐ０＝０００、Ｐ１＝００１ 

                         ＣＨＳＦ＝０  課金信号不要 

                                 ＝１  課金信号要 
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    (４)  切断イベント 

          切断イベントを図２．２．５に示す。 

 

                               ７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１             

                                      予備        ＣＬＥＶ                     

図２．２．５  切断イベント 

 

                          ＰＬＩ＝０１、Ｐ０＝０００、Ｐ１＝０１０ 

                          ＣＬＥＶ＝００００  正常終了(課金有り) 

                                  ＝０００１  正常終了(課金無し) 

                                  ＝００１０  数字展開イリーガル 

                                  ＝００１１  数字送出中途中放棄 

                                  ＝０１００  呼び出し中途中放棄 

                                  ＝０１０１  案内中途中放棄(発) 

                                  ＝０１１０  案内中途中放棄(着) 

                                  ＝１０００  着側局線話中 

                                  ＝１００１  中継線話中 

                                  ＝１０１０  着側局線番号無し 

                                  ＝１０１１  網異常遭遇 

                                  ＝１１００  待合せ中途中放棄 

                                  ＝１１０１  待合せタイムアウト 

                                  ＝１１１０  無料案内中途中放棄 

                                  ＝１１１１  その他 

                                  ＝その他    予備 
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    (５)  課金信号再送要求フラグ 

          課金信号再送要求フラグを図２．２．６に示す。 

 

                               ７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１             

                                          予備                    ＣＨＲＦ  

図２．２．６  課金信号再送要求フラグ 

 

                          ＰＬＩ＝０１、Ｐ０＝０００、Ｐ１＝０１１ 

                          ＣＨＲＦ＝０  課金信号不要 

                                  ＝１  課金信号要 
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    (６)  通話路確認フラグ 

          通話路確認フラグを図２．２．７に示す。 

 

                               ７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１             

                                          予備                  ＬＣＦ  

図２．２．７  通話路確認フラグ 

 

                          ＰＬＩ＝０１、Ｐ０＝０００、Ｐ１＝１００ 

                          ＬＣＦ＝０  通話中 (ＯＫ) 

                                ＝１  空き (ＮＧ) 
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    (７)  初期設定フラグ 

          初期設定フラグを図２．２．８に示す。 

 

                               ７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１             

                                        予備           ＩＮＴ                

図２．２．８  初期設定フラグ 

 

                          ＰＬＩ＝０１、Ｐ０＝０００、Ｐ１＝１１０ 

                          ＩＮＴ＝０１    全初期設定指示 

                                ＝１０    部分初期設定指示 

                                ＝その他  予備 
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    (８)  通話開始時刻、通話終了時刻、待合せ開始時刻 

          通話開始時刻、通話終了時刻、待合せ開始時刻を図２．２．９に示す。 

 

                               ７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１           

                                          長さ表示                        

                                                

                                                     

                                         予備                          

                                   予備            日                   

                                     予備            月          

図２．２．９ 通話開始時刻、通話終了時刻、待合せ開始時刻 

 

                 (通話開始時刻)   ＰＬＩ＝１１、Ｐ０＝１１０、Ｐ１＝０００ 

                 (通話終了時刻)   ＰＬＩ＝１１、Ｐ０＝１１０、Ｐ１＝００１ 

                 (待合せ開始時刻) ＰＬＩ＝１１、Ｐ０＝１１１、Ｐ１＝０１１ 

                 長さ表示  ：パラメータ長をオクテットで設定(５オクテット固定) 

                 時刻：０～１７２８００(ＤＥＣ) 

                 日  ：１～３１(ＤＥＣ) 

                 月  ：１～１２(ＤＥＣ) 

時刻 
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    (９)  通話時間 

          通話時間を図２．２．１０に示す。 

 

                               ７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１           

                                          長さ表示                   

                                                

                                                

                                         予備                          

                                 予備              日              

図２．２．１０  通話時間 

 

                          ＰＬＩ＝１１、Ｐ０＝１１０、Ｐ１＝０１０ 

                          長さ表示：パラメータ長をオクテットで設定(４オクテット固定) 

                          時刻：０～１７２８００(ＤＥＣ) 

                          日  ：１～３１(ＤＥＣ) 

 

時刻 



技別 17-20   

    (１０)  呼識別番号 

            呼識別番号を図２．２．１１に示す。 

 

                               ７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１             

                                          長さ表示                     

                                     呼識別番号ペア個数                      

                                                    

                                                    

                                              

                                                    

                                              

                                                    

                                         ＭＣＩＤ２           

                                         ＳＣＩＤ２           

                                   

 

 

 

 

 

 

 

図２．２．１１  呼識別番号 

 

                 ＰＬＩ＝１１、Ｐ０＝１００、Ｐ１＝１００ 

                 長さ表示：パラメータ長をオクテットで設定 

                 呼識別番号ペア個数：０００００００１    １ 

                                     ０００１００００    １６ 

                                     その他              予備 

                 相手局識別番号：相手局呼識別番号を２４ｂｉｔの２進数で設定 

                 自局呼識別番号：自局呼識別番号を２４ｂｉｔの２進数で設定 

相手局呼識別番号１ 

   (ＭＣＩＤ１) 

自局呼識別番号１ 

  (ＳＣＩＤ１) 

相手局呼識別番号ｍ 

   (ＭＣＩＤｍ) 

自局呼識別番号ｍ 

  (ＳＣＩＤｍ) 

･
･
･ 



技別 17-21   

    (１１)  発ユーザ種別 

            発ユーザ種別を図２．２．１２に示す。 

 

                               ７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１             

                               Ｉ  Ｈ    予備      ＣＰＣ                

図２．２．１２  発ユーザ種別 

 

                          ＰＬＩ＝０１、Ｐ０＝０１０、Ｐ１＝０１０ 

                          Ｉ＝０  非ＩＳＤＮ       

                            ＝１  ＩＳＤＮ           

                          Ｈ＝０  ISUP1 リンクでない 

                            ＝１  ISUP1 リンクである 

                          ＣＰＣ＝００００  発ユーザ不明 

                                ＝０００１  一般 

                                ＝００１０  優先 

                                ＝００１１  公衆 

                                ＝０１００  ピンク 

                                ＝０１０１                       

                                ＝１１０１                       

                                ＝１１１０  ＢＣＯ呼 

                                ＝１１１１  試験呼 

                                   

予備 



技別 17-22   

    (１２)  課金形態指示 

            課金形態指示を図２．２．１３に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１             

                                      予備          ＣＨＦＭ                   

図２．２．１３  課金形態指示 

 

                          ＰＬＩ＝０１、Ｐ０＝１００、Ｐ１＝１１１ 

                          ＣＨＦＭ＝０００  ＬＳ課金 

                                  ＝００１  ＬＳ非課金 

                                  ＝０１０  相互接続課金 

                                  ＝０１１  相互接続非課金 

                                  ＝その他  予備 

 



技別 17-23   

    (１３)  課金情報 

            課金情報を図２．２．１４に示す。 

 

                               ７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１             

                                          長さ表示                     

                     予備         課金者種別   料金収集方法           

                                      料金／レート表示 

 

                                      料金／レート情報 

 

図２．２．１４  課金情報 

 

                 ＰＬＩ＝１１、Ｐ０＝１１０、Ｐ１＝１１１ 

                 長さ表示：パラメータ長をオクテットで設定 

                 課金者種別  (Don’t Care) 

                 料金収集方法(Don’t Care) 

                 料金／レート表示 

                   ０００００００１＝(初期) 一括登算度数＋「秒／１０円」 

                     ００００００１０＝料金／レート情報なし 

                     ００００００１１＝通信料ＭＢＩ＋情報料レート「秒／１０円」 

                                       ＋情報料非課金時間 

                   ０００００１００＝通信料ＭＢＩ＋情報料課金度数 

                                     ＋情報料非課金時間 

                   ０００００１０１＝通信料ＭＢＩ 

                   ０００００１１０＝留保(ＩＳＵＰでは[(初期)一括登算度数 

                                     ＋｢秒／１０円｣(一般＋公衆)]で使用) 

                     ０００００１１１＝留保(ＩＳＵＰでは[情報料課金度数]で使用) 

                   ００００１０００＝単位料金＋(初期)一括登算度数 

                                     ＋｢秒／単位料金｣ 

          ００００１００１＝単位料金＋(初期)一括登算度数＋｢秒／単位料金｣ 

                      ＋情報料レート「秒／１０円」＋情報料非課金時間 

           ００００１０１０＝単位料金＋(初期)一括登算度数＋｢秒／単位料金｣ 

                      ＋情報料課金度数＋情報料非課金時間 

                     その他          ＝予備 

 

 



技別 17-24   

      (Ａ)  料金／レート情報(料金／レート表示＝０００００００１の場合) 

            料金／レート情報を図２．２．１５に示す。 

 

                               ７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                                                               Ｍ      

                                                               Ｎ      

                                                               Ａ      

                                       昼間課金秒数            Ｂ      

                                                               Ｃ      

                                                               Ｄ 

                                       夜間課金秒数            Ｅ      

                                                               Ｆ        

                                                               Ｇ         

                                      深夜１課金秒数           Ｈ         

                                                               Ｉ 

                                                               Ｊ      

                                      深夜２課金秒数           Ｋ 

                                                               Ｌ 

                                         チェック              ＣＫ 

図２．２．１５  料金／レート情報 

 

                    初登算度数     (１０×Ｍ＋Ｎ)度数 

                    昼間課金秒数   ((Ａ×100＋Ｂ×10＋Ｃ)／２)秒／10 円 

                    夜間課金秒数   ((Ｄ×100＋Ｅ×10＋Ｆ)／２)秒／10 円 

                    深夜１課金秒数 ((Ｇ×100＋Ｈ×10＋Ｉ)／２)秒／10 円 

                    深夜２課金秒数 ((Ｊ×100＋Ｋ×10＋Ｌ)／２)秒／10 円 

                    チェック 

                        (料金／レート表示)＋Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＋Ｈ 

                        ＋Ｉ＋Ｊ＋Ｋ＋Ｌ＋Ｍ＋Ｎ＋(チェック)＝１０ｎ＋９に 

                        なるように設定 

                    注  Ａ～Ｎ、チェックはＩＡ５コーディングを使用する 

 

 

(初期)登算度数 



技別 17-25   

 

(Ｂ)  料金／レート情報(料金／レート表示＝００００００１０の場合) 

 料金／レート情報の設定は不要である(チェックも含む)。 



技別 17-26   

      (Ｃ)  料金／レート情報(料金／レート表示＝００００００１１の場合) 

料金／レート情報を図２．２．１６に示す。 

 

                               ７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                                MBI 十位(M10)    MBI 一位(M1)              

                                                               Ａ 

                                       情報料課金秒数          Ｂ          

                                                               Ｃ          

                                                               Ｄ          

                                      情報料非課金時間         Ｅ          

                                                               Ｆ          

                                          チェック             ＣＫ        

図２．２．１６  料金／レート情報 

 

                    MBI 十位及び MBI 一位 

                        ０００１＝１        ０１１１＝７ 

                        ００１０＝２        １０００＝８ 

                        ００１１＝３        １００１＝９ 

                        ０１００＝４        １０１０＝０ 

                        ０１０１＝５        その他  ＝予備 

                        ０１１０＝６ 

                   注  通信料着側負担時は“０”を設定 

                   情報料課金秒数  ：((Ａ×100＋Ｂ×10＋Ｃ)／２)秒／１０円 

                   情報料非課金時間：((Ｄ×100＋Ｅ×10＋Ｆ)／２)秒 

                   チェック 

                       (料金／レート)＋Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｍ１０＋Ｍ１ 

                       ＋ＣＫ＝１０ｎ＋９ 

                   注  Ａ～Ｆ及びＣＫは、ＩＡ５コーディングを使用する。 

 

 



技別 17-27   

      (Ｄ)  料金／レート情報(料金／レート表示＝０００００１００の場合) 

料金／レート情報を図２．２．１７に示す。 

 

                               ７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                                MBI 十位(M10)    MBI 一位(M1)              

                                                               Ａ 

                                                               Ｂ          

                                                               Ｃ          

                                                               Ｄ          

                                                               Ｅ          

                                      情報料非課金時間         Ｆ          

                                                               Ｇ          

                                          チェック             ＣＫ        

図２．２．１７  料金／レート情報 

 

                    MBI 十位及び MBI 一位 

                        ０００１＝１        ０１１１＝７ 

                        ００１０＝２        １０００＝８ 

                        ００１１＝３        １００１＝９ 

                        ０１００＝４        １０１０＝０ 

                        ０１０１＝５        その他  ＝予備 

                        ０１１０＝６ 

                   注  通信料着側負担時は“０”を設定 

                   情報料課金度数  ：(Ａ×1000＋Ｂ×100＋Ｃ×10＋Ｄ)度数 

                   情報料非課金時間：((Ｅ×100＋Ｆ×10＋Ｇ)／２)秒 

                   チェック 

                       (料金／レート)＋Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＋Ｍ１０ 

                       ＋Ｍ１＋ＣＫ＝１０ｎ＋９ 

                   注  Ａ～Ｇ及びＣＫは、ＩＡ５コーディングを使用する。 

                                                     

 

情報料課金度数 



技別 17-28   

      (Ｅ)  料金／レート情報(料金／レート表示＝０００００１０１の場合) 

料金／レート情報を図２．２．１８に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               MBI 十位(M10)    MBI 一位(M1)              

                                         チェック             ＣＫ        

図２．２．１８  料金／レート情報 

 

                          MBI 十位及び MBI 一位 

                              ０００１＝１        ０１１１＝７ 

                              ００１０＝２        １０００＝８ 

                              ００１１＝３        １００１＝９ 

                              ０１００＝４        １０１０＝０ 

                              ０１０１＝５        その他  ＝予備 

                              ０１１０＝６ 

                          チェック 

                              (料金／レート)＋Ｍ１０＋Ｍ１＋ＣＫ＝１０ｎ＋９ 

                          注  ＣＫは、ＩＡ５コーディングを使用する。 

 



技別 17-29   

      (Ｆ)  料金／レート情報(料金／レート表示＝００００１０００の場合) 

料金／レート情報サブフィールドを図２．２．１９に示す。 

 

           ７    ６    ５    ４    ３    ２    １    ０ 

                                         単位料金                            

                             (初期)一括登算度数をＩＡ５で表す         Ｍ         

                                       (１０Ｍ＋Ｎ)                   Ｎ      

                              昼間課金間隔(秒)をＩＡ５で表す          Ａ            

                         ((１００Ａ＋１０Ｂ＋Ｃ)／２)秒／単位料金     Ｂ            

                                                                      Ｃ            

                              夜間課金間隔(秒)をＩＡ５で表す          Ｄ 

                         ((１００Ｄ＋１０Ｅ＋Ｆ)／２)秒／単位料金     Ｅ 

                                                                      Ｆ 

                             深夜１課金間隔(秒)をＩＡ５で表す         Ｇ 

                         ((１００Ｇ＋１０Ｈ＋Ｉ)／２)秒／単位料金     Ｈ 

                                                                      Ｉ 

                             深夜２課金間隔(秒)をＩＡ５で表す         Ｊ 

                         ((１００Ｊ＋１０Ｋ＋Ｌ)／２)秒／単位料金     Ｋ 

                                                                      Ｌ 

図２．２．１９  料金／レート情報サブフィールド 

 

               (ａ)単位料金表示 

                   単位料金(注)を２進数で表す。 

               (注)  １オクテットの規定のため、信号上は０～２５５円までとなるが、 

                     １～１５円までの１円単位の認定が可能である。 



技別 17-30   

      (Ｇ)  料金／レート情報(料金／レート表示＝００００１００１の場合) 

料金／レート情報サブフィールドを図２．２．１９.１に示す。 

 

           ７    ６    ５    ４    ３    ２    １    ０ 

                                         単位料金                            

                             (初期)一括登算度数をＩＡ５で表す         Ｍ         

                                       (１０Ｍ＋Ｎ)                   Ｎ      

                              昼間課金間隔(秒)をＩＡ５で表す          Ａ            

                         ((１００Ａ＋１０Ｂ＋Ｃ)／２)秒／単位料金     Ｂ            

                                                                      Ｃ            

                              夜間課金間隔(秒)をＩＡ５で表す          Ｄ 

                         ((１００Ｄ＋１０Ｅ＋Ｆ)／２)秒／単位料金     Ｅ 

                                                                      Ｆ 

                             深夜１課金間隔(秒)をＩＡ５で表す         Ｇ 

                         ((１００Ｇ＋１０Ｈ＋Ｉ)／２)秒／単位料金     Ｈ 

                                                                      Ｉ 

                             深夜２課金間隔(秒)をＩＡ５で表す         Ｊ 

                         ((１００Ｊ＋１０Ｋ＋Ｌ)／２)秒／単位料金     Ｋ 

                                                                      Ｌ 

     情報課金間隔(秒）をＩＡ５で表す     Ｏ 

 ((１００Ｏ＋１０Ｐ＋Ｑ)／２)秒／１０円   Ｐ 

                       Ｑ 

  情報料非課金時間（秒）をＩＡ５で表す   Ｒ 

    ((１００Ｒ＋１０Ｓ＋Ｔ)／２)秒    Ｓ 

                       Ｔ 

図２．２．１９.１  料金／レート情報サブフィールド 

 

        (ａ)単位料金表示 

                   単位料金(注)を２進数で表す。 

                (注)  １オクテットの規定のため、信号上は０～２５５円までとなるが、 

                     １～１５円までの１円単位の認定が可能である。 



技別 17-31   

      (Ｈ)  料金／レート情報(料金／レート表示＝００００１０１０の場合) 

料金／レート情報サブフィールドを図２．２．２１に示す。 

 

           ７    ６    ５    ４    ３    ２    １    ０ 

                                         単位料金                            

                             (初期)一括登算度数をＩＡ５で表す         Ｍ         

                                       (１０Ｍ＋Ｎ)                   Ｎ      

                              昼間課金間隔(秒)をＩＡ５で表す          Ａ            

                         ((１００Ａ＋１０Ｂ＋Ｃ)／２)秒／単位料金     Ｂ            

                                                                      Ｃ            

                              夜間課金間隔(秒)をＩＡ５で表す          Ｄ 

                         ((１００Ｄ＋１０Ｅ＋Ｆ)／２)秒／単位料金     Ｅ 

                                                                      Ｆ 

                             深夜１課金間隔(秒)をＩＡ５で表す         Ｇ 

                         ((１００Ｇ＋１０Ｈ＋Ｉ)／２)秒／単位料金     Ｈ 

                                                                      Ｉ 

                             深夜２課金間隔(秒)をＩＡ５で表す         Ｊ 

                         ((１００Ｊ＋１０Ｋ＋Ｌ)／２)秒／単位料金     Ｋ 

                                                                      Ｌ 

      情報料課金度数をＩＡ５で表す     Ｏ 

             ((１０００Ｏ＋１００Ｐ＋１０Ｑ＋Ｒ)／２)     Ｐ 

             秒／１０円                 Ｑ 

                       Ｒ 

 情報料非課金時間（秒）をＩＡ５で表す    Ｓ   

  ((１００Ｓ＋１０Ｔ＋Ｕ)／２)秒      Ｔ 

                       Ｕ 

図２．２．１９.２  料金／レート情報サブフィールド 

 

        (ａ)単位料金表示 

                   単位料金(注)を２進数で表す。 

                (注)  １オクテットの規定のため、信号上は０～２５５円までとなるが、 

                     １～１５円までの１円単位の認定が可能である。



技別 17-32   

    (１４)  ＩＳＵＰ１リンク希望表示 

            ＩＳＵＰ１リンク希望表示を図２．２．２０に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１             

                                          予備         ISUP                   

図２．２．２０  ＩＳＵＰ１リンク希望表示 

 

                        ＰＬＩ＝０１、Ｐ０＝１０１、Ｐ１＝１１１ 

                        ＩＳＵＰ＝００  ISUP１リンク希望するが必須でない 

                                ＝０１  ISUP１リンク希望しない 

                                ＝１０  ISUP１リンク希望し必須である 

                                ＝１１  予備 

 



技別 17-33   

    (１５)  網機能種別 

            網機能種別を図２．２．２１に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１             

                               Ｈ  Ｇ  Ｆ  Ｅ  Ｄ  Ｃ  Ｂ  Ａ              

図２．２．２１  網機能種別 

 

                         ＰＬＩ＝０１、Ｐ０＝１００、Ｐ１＝１１０ 

                           Ａ：ＮＣＣ契約種別 

                               ０＝ＮＣＣにＩＤを送出しない 

                               １＝ＮＣＣにＩＤを送出する 

                           Ｂ：着信呼び出し制御表示 

                               ０＝鳴動着信 

                               １＝無鳴動着信 

                           Ｃ：留保(ISUP ではユーザ・ユーザ情報提供表示で使用) 

                           Ｄ：着信接続判定表示 

                               ０＝判定時接続不可 

                               １＝判定時接続可 

                           Ｅ：迂回ルート表示 

                               ０＝迂回ルートでない 

                               １＝迂回ルート 

                           Ｆ、Ｇ：迂回回数表示 

                             ００＝迂回なし 

                             ０１＝１回                

                               その他＝予備 

                           Ｈ：留保(ISUP では事業者間相互接続表示で使用) 

 



技別 17-34   

    (１６)  通信路要求表示 

            通信路要求表示を図２．２．２２に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１             

                                           ＴＭＲ                            

図２．２．２２  通信路要求表示 

 

                          ＰＬＩ＝０１、Ｐ０＝１０１、Ｐ１＝１１０ 

                          ＴＭＲ＝００００００００  音声 

                                ＝００００００１０  ６４kb/s 非制限 

                                ＝００００００１１  ３．１kHz オーディオ 

                                ＝００００１０００  ３８４kb/s 非制限 

                                ＝００００１００１  １５３６kb/s 非制限 

                                ＝００００１０１０  １９２０kb/s 非制限 

                                ＝その他            予備 



技別 17-35   

    (１７)  料金算定区間ＭＢＩ 

            料金算定区間ＭＢＩを図２．２．２３に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１             

                                 ＭＢＩ十位      ＭＢＩ一位                  

図２．２．２３  料金算定区間ＭＢＩ 

 

                          ＰＬＩ＝０１、Ｐ０＝１１０、Ｐ１＝１０１ 

                          ＭＢＩ＝０００１  １        ＝１０００  ８ 

                                ＝００１０  ２        ＝１００１  ９ 

                                ＝００１１  ３        ＝１０１０  ０ 

                                ＝０１００  ４        ＝１０１１  ＊ 

                                ＝０１０１  ５        ＝１１００  ＃ 

                                ＝０１１０  ６        ＝その他    予備 

                                ＝０１１１  ７ 

 



技別 17-36   

    (１８)  料金通知情報 

            料金通知情報を図２．２．２４に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１         

                                          長さ表示                         

                       拡張           予備        情報種別                             

                                                  

                                                              

                                          詳細情報                       

                                                              

                                                  

図２．２．２４  料金通知情報 

 

                    ＰＬＩ＝１１、Ｐ０＝１１０、Ｐ１＝１００ 

                    長さ表示：パラメータ長をオクテットで設定 

                    情報種別＝００１０  合計料金 

                            ＝００１１  料金事前通知１(料金回収パターン１) 

                            ＝０１００  料金事前通知２(料金回収パターン２) 

                            ＝０１０１  料金事前通知３(一括課金の料金回収パターン１) 

                            ＝０１１０  料金事前通知４(一括課金の料金回収パターン２) 

                            ＝０１１１  料金事前通知 (通信料発信者課金) 

                            ＝１０００  料金事前通知 (通信料着信者課金) 

                            ＝その他    予備 

                    拡張＝０  次のオクテットに続く 

                        ＝１  最終オクテット 

 

  詳細情報 

  (Ａ)  情報種別が合計料金(００１０)の時 

      ｢整数部(最大９桁)＋小数点＋小数部(１桁)｣を上位オクテットから順にＩＡ５でコーディング 

      する。但し、小数点以下が０の場合は整数部は最大１１桁まで設定可能である。 

  (Ｂ)  情報種別が料金事前通知１(００１１)もしくは料金事前通知２(０１００)の時 

      ｢区切り符号(／)＋秒数整数部(３桁)＋小数点＋小数部(１桁)＋区切り符号(＋)＋料金整数部               

      (最大２桁)＋小数点＋小数部(１桁)＋区切り符号(／)＋分数整数部(２桁)＋小数点＋小数部 

      (１桁)＋区切り符号(＋)＋料金整数部(最大４桁)＋小数点＋小数部(１桁)＋区切り符号(／)｣ 

      を上位オクテットから順にＩＡ５でコーディングする。但し、必要でない情報は省略されるが、 

      区切り符号(／、＋)は省略できない。 

  (Ｃ)  情報種別が料金事前通知(通信料発信者課金)(０１１１)の時 

      ｢区切り付号(／)＋秒数整数部(最大３桁)＋小数点＋小数部(最大１桁)＋区切り符号(＋) 

      ＋料金整数部(最大２桁)＋小数点＋小数部(最大１桁)＋区切り符号(／)＋料金整数部 

      (最大３桁)＋区切り符号(／)｣を上位オクテットから順にＩＡ５でコーディングする。但し、 

      必要でない情報は省略されるが、区切り符号(／、＋)は省略できない。 

  (Ｄ)  情報種別が料金事前通知(通信料着信者課金)(１０００)の時 

      ｢区切り符号(／)＋区切り符号(＋)＋“０”＋区切り符号(／)＋料金整数部(最大３桁) 

      ＋区切り符号(／)｣を上位オクテットから順にＩＡ５でコーディングする。但し、必要でない 

      情報は省略されるが、区切り付号(／、＋)は省略できない。 

 



技別 17-37   

    (１９)  ＩＰ番号、ユーザ設定番号 

            ＩＰ番号、ユーザ設定番号を図２．２．２５に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１         

                                          長さ表示                             

                                            番号種別               

                                   番号計画                        

                                       識別子                                

                                    Ｄ１            Ｄ０           

                                    Ｄ３            Ｄ２                   

                                                  

                                                  

                                Ｄｎ/filler         Ｄｍ                   

図２．２．２５  ＩＰ番号、ユーザ設定番号 

 

                     (ＩＰ番号)       ＰＬＩ＝１１、Ｐ０＝１１０、Ｐ１＝１１０ 

                     (ユーザ設定番号) ＰＬＩ＝１１、Ｐ０＝１０１、Ｐ１＝１０１ 

                     長さ表示：パラメータ長をオクテットで設定 

                     奇数／偶数表示 ＝０  数字桁数が偶数 

 ＝１  数字桁数が奇数 

                     番号識別＝００００００１  加入者番号 

                             ＝０００００１１  国内番号 

                             ＝００００１００  国際番号 

                             ＝１１１１１１０  網特有番号 

                             ＝その他          予備 

                     番号計画識別子＝００１  ＩＳＤＮ番号計画 

                                   ＝その他  予備 

                     Ｄｎ＝０００１  １        ＝１０００  ８ 

                         ＝００１０  ２        ＝１００１  ９ 

                         ＝００１１  ３        ＝１０１０  ０ 

                         ＝０１００  ４        ＝１０１１  ＊ 

                         ＝０１０１  ５        ＝１１００  ＃ 

                         ＝０１１０  ６        ＝その他    予備 

                         ＝０１１１  ７ 

                     filler：奇数桁の時 all‘０’を設定する 

 

奇数／偶数表示 

予備 

…
… 

予備 



技別 17-38   

    (２０)  機能レベル表示 

            機能レベル表示を図２．２．２６に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１         

                                                  Ｂ                    

                                           Ｆ  Ｅ  Ｄ  Ｃ              

図２．２．２６  機能レベル表示 

 

                          ＰＬＩ＝０１、Ｐ０＝１０１、Ｐ１＝１００ 

                            Ａ：ＮＷ基盤機能レベル 

                                ０＝予備 

                                １＝ステップ２ 

                            Ｂ：呼情報機能レベル 

                            Ｃ：ＮＳＰ設定情報要求表示 

                                ０＝非要求 

                                １＝要求 

                            Ｄ：留保 

                            Ｅ：サービス別呼情報移行状態表示   

                                ０＝予備 

                                １＝移行済み 

                            Ｆ：留保 

                            Ｇ：ＭＲＳ要求表示 

                                ０＝非要求 

                                １＝要求 

 

予備 Ａ Ｇ 



技別 17-39   

    (２１)  再制御ダイヤル情報 

            再制御ダイヤル情報を図２．２．２７に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１             

                               予備           数字桁数                     

                                    Ｄ１            Ｄ０                   

                                    Ｄ３            Ｄ２                   

                                                  

                                                  

                                Ｄｎ/filler         Ｄｍ                   

図２．２．２７  再制御ダイヤル情報 

 

                          ＰＬＩ＝１０、Ｐ０＝１００、Ｐ１＝０１１ 

                          Ｄｎ＝０００１  １        ＝１０００  ８ 

                              ＝００１０  ２        ＝１００１  ９ 

                              ＝００１１  ３        ＝１０１０  ０ 

                              ＝０１００  ４        ＝１０１１  ＊ 

                              ＝０１０１  ５        ＝１１００  ＃ 

                              ＝０１１０  ６        ＝その他    予備 

                              ＝０１１１  ７ 

                          filler＝奇数桁の時 all‘０’を設定する 

 

･
･
･ 



技別 17-40   

    (２２)  案内回数 

            案内回数を図２．２．２８に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１             

                                          案内回数                            

図２．２．２８  案内回数 

 

                          ＰＬＩ＝０１、Ｐ０＝１１０、Ｐ１＝０１１ 

                          案内回数＝案内回数を２進数で設定 

                          (最大２５５まで設定できるが、現状は１５まで) 



技別 17-41   

    (２３)  信号局番号 

            信号局番号を図２．２．２９に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１             

                                          長さ表示                     

                                              

                                              

                                       ＩＳＭ識別番号                  

図２．２．２９  信号局番号 

 

                          ＰＬＩ＝１１、Ｐ０＝１０１、Ｐ１＝０１０ 

                          長さ表示：パラメータ長をオクテットで設定 

 

                          信号局番号は、信号網のノードに割り付けられた番号を 

                          バイナリ表現で表す。ＩＳＭ識別番号は、信号局番号で 

                          示されたＤ７０に収容される複数個存在するＩＳＭのうち 

                          一つを識別するために用いられる。但し、ＩＳＭがＲＥＬ 

                          を生成する時のみ設定される。 

 

信号局番号 



技別 17-42   

    (２４)  着信拒否遭遇呼 

            着信拒否遭遇呼を図２．２．３０に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１         

                                        拒否契約種別                           

図２．２．３０  着信拒否遭遇呼 

 

                          ＰＬＩ＝０１、Ｐ０＝１０１、Ｐ１＝０００ 

                          拒否契約種別＝００００００００  予備 

                                      ＝０００００００１  一般拒否契約 

                                      ＝００００００１０  フリーダイヤル拒否契約 

                                      ＝００００００１１  一般ＡＣＲ契約 

                                      ＝その他            予備 

 



技別 17-43   

    (２５)  再制御対象フラグ 

            再制御対象フラグを図２．２．３１に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１             

                                           予備                 ＲＣＦ 

図２．２．３１  再制御対象フラグ 

 

                          ＰＬＩ＝０１、Ｐ０＝０００、Ｐ１＝１０１ 

                          ＲＣＦ(再制御対象フラグ)＝０  再制御対象外 

                                                  ＝１  再制御対象 



技別 17-44   

    (２６)  着ユーザ番号 

            着ユーザ番号を図２．２．３２に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                              ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１         

                                         長さ表示                 

                                           番号種別                          

                                  番号計画                        

                                      識別子                              

                                   Ｄ１            Ｄ０                   

                                   Ｄ３            Ｄ２                   

                                                  

                                                  

                               Ｄｎ/filler        Ｄｍ                                     

図２．２．３２  着ユーザ番号 

 

                         ＰＬＩ＝１１、Ｐ０＝０１０、Ｐ１＝０１１ 

                         長さ表示：パラメータ長をオクテットで設定 

                         奇数／偶数表示 ＝０  数字桁数が偶数 

 ＝１  数字桁数が奇数 

                         番号種別＝０００００００  予備 

                                 ＝００００００１  加入者番号 

                                 ＝０００００１０  予備、国内使用のための留保 

                                 ＝０００００１１  国内番号 

                                 ＝００００１００  国際番号 

                                 ＝００００１０１～１１１１１０１  予備 

                                 ＝１１１１１１０  網特有番号 

                                 ＝１１１１１１１  予備 

                         通知判定表示＝０  通知可 

                                     ＝１  通知不可 

                         網内番号表示(ＩＮＮ)＝０  許可された網内番号へのルーチング 

                                             ＝１  予備 

                         番号計画識別子＝００１  ＩＳＤＮ番号計画 

                                       ＝１０１  ＰＮＰ番号計画 

                         アドレス情報(Ｄｎ)  ＝０００１    １ 

                                             ＝００１０    ２ 

                                             ＝００１１    ３ 

                                             ＝０１００    ４ 

                                             ＝０１０１    ５ 

                                             ＝０１１０    ６ 

                                             ＝０１１１    ７ 

                                             ＝１０００    ８ 

                                             ＝１００１    ９ 

                                             ＝１０１０    ０ 

                                             ＝１０１１    ＊ 

                                             ＝１１００    ＃ 

                                             ＝その他      予備 

                         filler：アドレス情報の桁数が奇数の時、フィラーコード 

                                “００００”が最後のアドレス情報の後に挿入される。 

奇数／偶数表示 

通知判定表示 予備 ＩＮＮ 

･

… 



技別 17-45   

    (２７)  着信拒否制御 

            着信拒否制御を図２．２．３３に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１         

                                          長さ表示                 

                                                   信号要素                    

                                                        種別                   

                                            オペレーション                     

                                                       種別        

                                              

                                          付加情報  ※               

                                              

                                          

                                                                

※  付加種別のフォーマット 

                                          

オペレーション種別が拒否登録(00001)、 

                              拒否直近呼解除(00011) の場合 

                                             予備                                     

                                    Ｄ１            Ｄ０                             

                                          

                                                    

                                Ｄｎ/filler         Ｄｍ           

                                          

オペレーション種別が拒否個数 

                                  収集(00100)の場合                              

                                         カウンタ１                          

                                                    

                                              

                                         カウンタｎ                          

図２．２．３３  着信拒否制御 

 

                      ＰＬＩ＝１１、Ｐ０＝１０１、Ｐ１＝００１ 

                      長さ表示：パラメータ長をオクテットで設定 

                      信号要素種別＝００１  起動 

                                  ＝０１０  成功応答 

                                  ＝０１１  失敗応答 

                                  ＝その他  予備 

                      注）信号要素種別が００１以外の場合、オペレーションクラス 

                          以降のオクテットの省略は可能 

                      拡張＝０  次のオクテットに続く 

                          ＝１  最終オクテット 

                      オペレーションクラス＝００ クラス１(全て報告(成功／失敗共に)) 

                                          ＝その他  予備 

                      オペレーション種別＝０００００  予備 

                                        ＝００００１  拒否登録 

                                        ＝０００１０  拒否登録一括解除 

                                        ＝０００１１  拒否直近呼解除 

                                        ＝００１００  拒否呼数収集 

                                        ＝その他      予備 

                      奇数／偶数表示＝０  アドレス情報の桁数が偶数 

                                   ＝１  アドレス情報の桁数が奇数 

 

オペレーションクラス 

予備 

奇数／偶数表示 

… 

… 

拡
張 



技別 17-46   

 

                      アドレス情報(Ｄｎ)  ＝０００１    １ 

                                          ＝００１０    ２ 

                                          ＝００１１    ３ 

                                          ＝０１００    ４ 

                                          ＝０１０１    ５ 

                                          ＝０１１０    ６ 

                                          ＝０１１１    ７ 

                                          ＝１０００    ８ 

                                          ＝１００１    ９ 

                                          ＝１０１０    ０ 

                                          ＝１０１１    ＊ 

                                          ＝１１００    ＃ 

                                          ＝その他      予備 

                      filler：アドレス情報の桁数が奇数の時、フィラーコード 

                             “００００”が最後のアドレス情報の後に挿入される。 

                      カウンタ：バイナリ表示で設定する。 

 



技別 17-47   

    (２８)  理由表示 

            理由表示を図２．２．３４に、理由種別値を表２．２．２に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１         

                                          長さ表示                 

                                

                           

       

 

 

                                 

                                                

                                                

図２．２．３４  理由表示 

 

                          ＰＬＩ＝１１、Ｐ０＝１０１、Ｐ１＝０１１ 

                          長さ表示：パラメータ長をオクテットで設定 

                          拡張＝０  次のオクテットに続く 

                              ＝１  最終オクテット 

                          コーディング標準＝００  ＣＣＩＴＴ標準 

                                          ＝０１  他の国際標準のための予備 

                                          ＝１０  国内標準 

                                          ＝１１  生成源特有標準 

                          生成源＝００００  ユーザ 

                                ＝０００１  ローカルユーザ収容私設網 

                                ＝００１０  ローカルユーザ収容公衆網 

                                ＝００１１  中継網 

                                ＝０１００  リモートユーザ収容公衆網 

                                ＝０１０１  リモートユーザ収容私設網 

                                ＝０１１０  予備 

                                ＝０１１１  国際網 

                                ＝１０１０  相互接続点より後方 

                                ＝その他    予備 

                          仕様種別＝０００００００  本仕様 

                                  ＝その他          予備 

コーディング標準 
生成源 

仕様種別 

詳細情報 

予
備 

拡
張 

拡
張 

拡
張 

理由種別値 



技別 17-48   

 

                                    表２．２．２  理由種別値 

 

 クラス  理由種別        内          容          クラス  理由種別         内          容 

 ０００            正常・準正常クラス            ０１１            サービス提供不可クラス 

         ０００１  欠番                                  ００１０  要求ファシリティ未契約 

         ００１０  特定の中継網へのルートがない          １００１  伝達機能が未許可 

                   (国内オプション)                      １０１０  伝達機能が現在利用不可 

         ００１１  相手ルートなし                        １１１１  サービス提供不可－その他 

         ０１００  特殊可聴音送出                １００            サービス未提供クラス 

         ０１０１  トランクプレフィックス誤ダイ          ０００１  伝達機能未提供     

                                           ヤル          ００１０  チャネルタイプ未提供 

 ００１            正常・準正常クラス                    ０１０１  要求ファシリティ未提供 

         ００００  正常切断                              ０１１０  制限ディジタル情報のみ可能 

         ０００１  ユーザビジー                          １１１１  サービス未提供－その他 

         ００１０  相手端末応答なし              １０１            不正情報要素クラス         

         ００１１  相手ユーザ呼出中、応答なし            １０００  端末属性不一致 

         ０１０１  相手端末着信拒否                      １０１１  不正中継網選択 

         ０１１０  相手端末番号変更                      １１１１  不正メッセージ－その他 

         １０１１  相手端末障害中                １１０            プロトコルエラークラス         

         １１００  不正番号情報                          ０００１  未定義又は未提供メッセージ 

         １１０１  ファシリテイ拒否                                種別 

         １１１１  正常－その他                          ００１１  未定義又は未提供パラメータ  

 ０１０            網輻輳クラス                                    －廃棄 

         ００１０  利用可回線／チャネルなし              ０１０１  未定義又は未提供パラメータ   

         ０１１０  網障害                                          －転送  

         １００１  網の一時的障害                        １１１１  プロトコルエラー－その他         

         １０１０  交換機輻輳                    １１１            相互接続クラス         

         １１００  要求チャネル利用不可能                １１１１  相互接続、その他    

         １１１１  網輻輳－その他                               

                                                          

 

(注)  詳細情報はＩＳＤＮユーザ部仕様Ｑ．７６３の理由表示パラメータの詳細情報を参照のこと。 

 



技別 17-49   

    (２９)  ＮＳＰ設定情報 

            ＮＳＰ設定情報を図２．２．３５に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                                 ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１         

                                            長さ表示                 

                                                                                               

                                    サービス毎ＮＳＰ情報(注)               

                                                

 

 

 

                                     サービス毎ＮＳＰ情報 

 

図２．２．３５  ＮＳＰ設定情報 

 

                          ＰＬＩ＝１１、Ｐ０＝１１１、Ｐ１＝０００ 

                          長さ表示：パラメータ長をオクテットで設定 

                          (注)  サービス毎ＮＳＰ情報 

                                サービス毎に設定されるＮＳＰ情報(ＴＬＶフォーマット) 

 

…
… 



技別 17-50   

    (３０)  接続結果信号要求フラグ 

            接続結果信号要求フラグを図２．２．３６に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                                 ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１         

                                     接続結果信号要求フラグ                      

図２．２．３６  接続結果信号要求フラグ 

 

                      ＰＬＩ＝０１、Ｐ０＝０００、Ｐ１＝１１１ 

                      接続結果信号要求フラグ＝０００００００１  接続結果信号要 

                                            ＝その他            予備 

 



技別 17-51   

    (３１)  接続結果イベント 

            接続結果イベントを図２．２．３７に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                                 ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１         

                                        接続結果イベント                             

図２．２．３７  接続結果イベント 

 

                          ＰＬＩ＝０１、Ｐ０＝１１１、Ｐ１＝００１ 

                          接続結果イベント＝０００００００１  接続成功 

                                          ＝００００００１０  接続失敗 

                                          ＝その他            予備 

 



技別 17-52   

    (３２)  ＡＲＥ制御結果イベント 

            ＡＲＥ制御結果イベントを図２．２．３８に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                                 ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１         

                                     ＡＲＥ制御結果イベント                    

図２．２．３８  ＡＲＥ制御結果イベント 

 

                          ＰＬＩ＝０１、Ｐ０＝１１１、Ｐ１＝０１０ 

                          ＡＲＥ制御結果イベント 

                              ＝０００００００１  ＡＲＥガイダンス送出完了 

                              ＝００００００１０  ＡＲＥガイダンス送出失敗 

                              ＝その他            予備 

 



技別 17-53   

    (３３)  二重化識別表示 

            二重化識別表示を図２．２．３９に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                                 ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１         

予備      DL                         

図２．２．３９  二重化識別表示 

 

                            ＰＬＩ＝０１、Ｐ０＝１００、Ｐ１＝１０１ 

                            ＤＬ(二重化識別表示)＝０：ホスト 

                                                ＝１：メイト 



技別 17-54   

    (３４)  課金情報送出指示 

            課金情報送出指示を図２．２．４０に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１         

                                      課金情報送出指示                             

図２．２．４０  課金情報送出指示 

 

                      ＰＬＩ＝０１、Ｐ０＝１１１、Ｐ１＝１００ 

                      課金情報送出指示＝００００００００：課金情報送出不要 

                                      ＝０００００００１：課金情報送出要 

                                      ＝その他          ：予備 

 



技別 17-55   

    (３５)  付加ユーザ種別 

            付加ユーザ種別を図２．２．４１に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１     ０    

                                          長さ表示                 

                                      付加ユーザ種別名             

                                      付加ユーザ種別１             

                                              

                                      付加ユーザ種別名                 

                                      付加ユーザ種別ｍ        ｎ       

図２．２．４１  付加ユーザ種別 

 

                        ＰＬＩ＝１１、Ｐ０＝０１０、Ｐ１＝１１０ 

                        付加ユーザ種別パラメータフィールドには、付加ユーザ種別を 

                        任意に組み合わせて設定する。 

                        長さ表示：パラメータ長をオクテットで設定 

                        付加ユーザ種別名＝00000000：予備 

                                        ＝00000001：ＮＴＴ長距離付加ユーザ種別１*５ 

                    ＝00000010：ＮＴＴ長距離付加ユーザ種別２*６ 

                                        ＝00000011～10000000：網固有情報として留保 

                                        ＝10000001～11111010：予備 

                                        ＝11111011：移動系付加ユーザ種別３*４ 

                                        ＝11111100：移動系付加ユーザ種別２*３ 

                                        ＝11111101：移動系付加ユーザ種別１*２ 

                                        ＝11111110：固定系付加ユーザ種別１*１ 

                                        ＝11111111：予備 

                        *１  固定系付加ユーザ種別１：付加的なユーザ種別情報を設定 

                                        ＝00000000：予備         

                                        ＝00000001：列車公衆 

                                        ＝00000010：ピンク 

                                        ＝00000011～11111111：予備 

                        *２  移動系付加ユーザ種別１：サービスに関する情報を設定 

                                        ＝00000000：予備     

                                        ＝00000001：移動通信(自動車･携帯電話サービス) 

                                        ＝00000010：移動通信(船舶電話サービス) 

                                        ＝00000011：移動通信(航空機電話サービス) 

                                        ＝00000100～11111111：予備 

                        *３  移動系付加ユーザ種別２：通信方式に関する情報を設定 

                                        ＝00000000：予備         

                                        ＝00000001：移動通信(大容量方式) 

                                        ＝00000010：移動通信(Ｎ／Ｊ－ＴＡＣＳ) 

                                        ＝00000011：移動通信(ＰＤＣ  800ＭＨｚ) 

                                        ＝00000100：移動通信(ＰＤＣ  1.5ＧＨｚ) 

                                        ＝00000101：移動通信(Ｎ－ＳＴＡＲ衛星) 

                                        ＝00000110：移動通信(ｃｄｍａＯｎｅ800ＭＨｚ) 

                                        ＝00000111：予備 

                                        ＝00001000：移動通信(ＩＭＴ－２０００) 

                                        ＝00001001～11111111：予備 

                        *４  移動系付加ユーザ種別３：料金方式に関する情報を設定 

                                        ＝00000000～11111111：網固有情報として留保 

                                                              (注：網毎に規定する) 



技別 17-56   

                        *５  ＮＴＴ長距離付加ユーザ種別１：認証に関する情報を設定 

                                        ＝00000000：予備         

                                        ＝00000001：非契約 

                                        ＝00000010～11111111：予備 

            *６  ＮＴＴ長距離付加ユーザ種別２：ｻｰﾋﾞｽに関する情報を設定 

                                        ＝00000000：予備         

                                        ＝00000001：予備 

                                        ＝00000010：メンバーズネットサービス 

                                        ＝00000011～11111111：予備 



技別 17-57   

    (３６)  発ユーザ番号 

            発ユーザ番号を図２．２．４２に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１     ０   

                                          長さ表示                

                                           番号種別                            

                              ＮＩ 番号計画    表示    網検証      

                                       識別子    識別  識別                  

                               第 2 ｱﾄﾞﾚｽ情報   第 1 ｱﾄﾞﾚｽ情報               

                                                    

                              ﾌｨﾗｰ(必要な場合) 第 n ｱﾄﾞﾚｽ情報  ｎ          

図２．２．４２  発ユーザ番号 

                      ＰＬＩ＝１１、Ｐ０＝０１０、Ｐ１＝１１１ 

                      長さ表示：パラメータ長をオクテットで設定 

                      奇数／偶数表示＝0：アドレス情報の桁数が偶数 

                                    ＝1：アドレス情報の桁数が奇数 

                      番号種別＝0000000：予備 

                              ＝0000001：加入者番号 

                              ＝0000010：予備、国内使用のため留保 

                              ＝0000011：国内番号 

                              ＝0000100：国際番号 

                              ＝0000101～1101111：予備 

                              ＝1110000～1111101：国内使用のため留保 

                              ＝1111110：網特有番号(網が提供するサービス特番を表示) 

                              ＝1111111：予備 

                      番号不完全表示(ＮＩ)＝0：完全 

                                          ＝1：予備 

                      番号計画識別子＝000：予備 

                                    ＝001：ＩＳＤＮ(電話)番号計画(勧告Ｅ．１６４(Ｅ．１６３)) 

                                    ＝010：予備 

                                    ＝011：予備 

                                    ＝100：予備 

                                    ＝101：ＰＮＰ番号計画 

                                    ＝110：予備 

                                    ＝111：予備 

                      表示識別＝00：表示可 

                              ＝01：表示不可 

                              ＝10：アドレス使用不可 

                              ＝11：予備 

                      網検証識別＝00：予備 

                                ＝01：ユーザ投入、網検証あり、成功 

                                ＝10：予備 

                                ＝11：網投入 

                      アドレス情報  ＝0000：ディジット 0     ＝1000：ディジット 8 

                                    ＝0001：          1     ＝1001：           9 

                                    ＝0010：          2     ＝1010：予備 

                                    ＝0011：          3     ＝1011：＊ 

                                    ＝0100：          4     ＝1100：＃ 

                                    ＝0101：          5     ＝1101：予備 

                                    ＝0110：          6     ＝1110：予備 

                                    ＝0111：          7     ＝1111：予備 

                      フィラー：アドレス情報の桁数が奇数の場合、フィラーコード 

                               “0000”が最後のアドレス情報の後に挿入される。 

奇数／偶数表示 

： 



技別 17-58   

    （３７）  発信地域情報 

              発信地域情報を図２．２．４３に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１    ０     

                                          長さ表示                 

                                         情報識別表示                            

                               第 2 ｱﾄﾞﾚｽ情報   第 1 ｱﾄﾞﾚｽ情報       

                                        発信地域情報                             

                              ﾌｨﾗｰ(必要な場合) 第 n ｱﾄﾞﾚｽ情報  ｎ                 

図２．２．４３  発信地域情報 

 

                      ＰＬＩ＝１１、Ｐ０＝１１１、Ｐ１＝１０１ 

                      長さ表示：パラメータ長をオクテットで設定 

                      奇数／偶数表示＝0：情報桁数が偶数 

                                    ＝1：情報桁数が奇数 

                      情報識別表示＝0000000：ＭＡコード 

                                  ＝0000001：ＣＡコード 

                                  ＝その他 ：予備 

                      発信地域情報  ＝0000：ディジット 0     ＝0110：ディジット 6 

                                    ＝0001：          1     ＝0111：           7 

                                    ＝0010：          2     ＝1000：           8 

                                    ＝0011：          3     ＝1001：           9 

                                    ＝0100：          4     ＝その他：予備 

                                    ＝0101：          5 

                      フィラー：桁数が奇数の情報の場合、フィラーコード 

                               “0000”が最後の情報の後に挿入される。 

 

奇数／偶数表示 



技別 17-59   

    (３８)  隣接網形態識別 

            隣接網形態識別を図２．２．４４に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１         

                                     隣接網形態識別表示                              

図２．２．４４  隣接網形態識別 

 

                       ＰＬＩ＝０１、Ｐ０＝１１１、Ｐ１＝１１０ 

                       隣接網形態識別表示＝00000000：予備 

                                         ＝00000001：予備 

                                         ＝00000010：ＰＨＳ事業者網 

                                         ＝00000011：移動体網 

                                         ＝00000100：国際網 

                                         ＝00000101：地域網 

                                         ＝00000110：中継網 

                                         ＝00000111：総合通信事業者網 

                                         ＝その他  ：予備 

 



技別 17-60   

    (３９)  発信者番号非通知理由 

            発信者番号非通知理由を図２．２．４５に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１         

                                          長さ表示                 

                                      発信者番号非通知理由                 

図２．２．４５  発信者番号非通知理由 

 

                       ＰＬＩ＝１１、Ｐ０＝０１１、Ｐ１＝００１ 

                       長さ表示：パラメータ長をオクテットで設定 

                       拡張表示＝0：次オクテットに続く 

                               ＝1：最終オクテット 

                       発信者番号非通知理由＝0000000：予備 

                                           ＝0000001：ユーザ要求のため通知不可 

                                           ＝0000010：サービス競合のため通知不可 

                                           ＝0000011：公衆電話のため通知不可 

                                           ＝1111111；拡張のため留保 

                                           ＝その他 ：予備 

 

拡張 



技別 17-61   

    (４０)  汎用番号 

            汎用番号を図２．２．４６に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１    ０     

                                          長さ表示                   

                                       番号情報識別子                

                                            番号種別                 

                                   番号計画    表示   網検証         

                                      識別子    識別    識別         

                               第 2 ｱﾄﾞﾚｽ情報   第 1 ｱﾄﾞﾚｽ情報         

                        

                              ﾌｨﾗｰ(必要な場合) 第 n ｱﾄﾞﾚｽ情報  ｎ       

図２．２．４６  汎用番号 

 

                       ＰＬＩ＝１１、Ｐ０＝０１１、Ｐ１＝０１０ 

  長さ表示：パラメータ長をオクテットで設定 

                       番号情報識別子＝00000000  留保(ダイヤル番号) 

                                     ＝00000001  留保(付加着番号) 

                                     ＝00000010  留保(付加ユーザ提供発番号 

                                                      －網検証、失敗) 

                                     ＝00000011  留保(付加ユーザ提供発番号 

                                                      －網検証なし) 

                                     ＝00000100  留保(転送元最終番号) 

                                     ＝00000101  留保(付加接続先番号) 

                                     ＝00000110  付加発番号 

                                     ＝00000111  留保(付加第１着番号) 

                                     ＝00001000  留保(付加転送元番号) 

                                     ＝00001001  留保(付加転送先番号) 

                                     ＝00001010～0111111  予備 

                                     ＝1000000～11111110  国内使用のため留保 

                                     ＝11111111  拡張のため留保 

                       ※  番号情報識別子が 00000110：付加発番号に設定された場合の 

                           オクテット２以降は以下のように規定される。 

                       奇数／偶数表示＝0：アドレス情報の桁数が偶数 

                                     ＝1：アドレス情報の桁数が奇数 

                       番号種別＝0000000：予備 

                               ＝0000001：加入者番号 

                               ＝0000010：不定 

                               ＝0000011：国内番号 

                               ＝0000100：国際番号 

                               ＝0000101～1101111：予備 

                               ＝1110000～1111110：国内使用のため留保 

                               ＝1111111：予備 

                       不 完 全 表 示        ＝0：完全 

                                     ＝1：不完全 

                       番号計画識別子＝000：予備 

                                     ＝001：ＩＳＤＮ(電話)番号計画 

                                            (勧告Ｅ,１６４(Ｅ,１６３)) 

                                     ＝010～111：予備 

                       表示識別＝00：表示可 

                               ＝01：表示不可 

                               ＝10：アドレス使用不可 

                               ＝11：予備 

： 

奇数/偶数表示 

不完全表示 



技別 17-62   

 

 

                       網検証識別＝00：予備 

                                 ＝01：ユーザ投入、網検証あり、成功 

                                 ＝10：予備 

                                 ＝11：網投入 

                       アドレス情報  ＝0000：ディジット 0     ＝0111：ディジット 7 

                                     ＝0001：          1     ＝1000：           8 

                                     ＝0010：          2     ＝1001：           9 

                                     ＝0011：          3     ＝1010：予備 

                                     ＝0100：          4     ＝1011：＊ 

                                     ＝0101：          5     ＝1100：＃ 

                                     ＝0110：          6     ＝その他：予備 

                       フィラー：アドレス情報の桁数が奇数桁の場合、フィラーコード 

                                “0000”が最後のアドレス情報の後に挿入される。 

                                                      



技別 17-63   

    (４１)  第２網機能種別 

            第２網機能種別を図２．２．４７に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１         

                                          長さ表示                 

                               Ｈ  Ｇ  Ｆ  Ｅ  Ｄ  Ｃ  Ｂ  Ａ          

                               Ｐ  Ｏ  Ｎ  Ｍ  Ｌ  Ｋ  Ｊ  Ｉ          

図２．２．４７  第２網機能種別 

 

                          ＰＬＩ＝１１、Ｐ０＝０１１、Ｐ１＝０１１ 

                          長さ表示：パラメータ長をオクテットで設定 

                          Ａ：マルチ接続要求表示 

                              ０＝表示なし 

                              １＝マルチ接続要求 

                          Ｂ：割込み要求表示 

                              ０＝表示なし 

                              １＝割込み要求あり 

                          Ｃ：ネットワークオフトーク接続要求表示 

                              ０＝表示なし 

                              １＝ネットワークオフトーク接続要求あり 

                          Ｄ：緊急通報番号変換接続表示 

                              ０＝表示なし 

                              １＝表示あり 

                          Ｅ：アナログＡＣＭ必須呼表示 

                              ０＝表示なし 

                              １＝ＡＣＭ必須呼 

                          Ｆ：ＭＲＳ接続要求表示 

                              ０＝表示なし 

                              １＝ＭＲＳ接続要求 

                          Ｇ：番号ポータビリティ接続要求表示 

                              ０＝表示なし 

                              １＝番号ポータビリティ接続要求 

                          Ｈ：認証スキップ要求表示 

                              ０＝表示なし 

                              １＝認証スキップ要求 

                          Ｉ：ＳＧＭ消滅表示 

                              ０＝表示なし 

                              １＝ＳＧＭ消滅 

                          Ｊ：ＩＳＤＮ基本呼制御手順要求表示 

                              ０＝表示なし 

                              １＝ＩＳＤＮ基本呼制御手順要求 

           その他：予備



技別 17-64   

   (４２)  順方向呼表示 

            順方向呼表示を図２．２．４８に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１         

                                          長さ表示                 

                               Ｈ  Ｇ  Ｆ  Ｅ  Ｄ  Ｃ  Ｂ  Ａ          

                               Ｐ  Ｏ  Ｎ  Ｍ  Ｌ  Ｋ  Ｊ  Ｉ          

図２．２．４８  順方向呼表示 

 

                          ＰＬＩ＝１１、Ｐ０＝００１、Ｐ１＝１１１ 

                          長さ表示：パラメータ長をオクテットで設定 

                          Ａ：国内／国際呼表示 

                              ０＝国内呼として処理される呼 

                              １＝国際呼として処理される呼 

                              このビットは発網のルーティングにおいて、任意の値に設定 

                              されることができる。国際網では、このビットは、チェック 

                              されない。着網でのルーティングにおいて、国際網からの呼 

                              は、このビットが１に設定される。 

                          ＣＢ：エンド・エンド法表示（注） 

                              ００＝エンド・エンド法が使用できない（リンクバイリンク法のみ使用可） 

                              ０１＝パスアロング法が使用できる 

                              １０＝ＳＣＣＰ法が使用できる 

                              １１＝パスアロングとＳＣＣＰ法が使用できる 

                          Ｄ：相互接続表示（注） 

                              ０＝相互接続なし（Ｎｏ．７信号方式１リンクである） 

                              １＝相互接続あり（Ｎｏ．７信号方式１リンクでない） 

                              相互接続ありは、Ｎｏ．７信号方式１リンクでないことを意味する。 

                              ＮＴＴ網内において、ＴＵＰ，ＩＵＰ，ＭＦとの相互接続も相互接続 

                              ありを設定する。 

                          Ｅ：エンド・エンド情報表示（注） 

                              ０＝エンド・エンド情報使用できない 

                              １＝予備 

                          Ｆ：ＩＳＵＰ１リンク表示（注） 

                              ０＝ＩＳＵＰ１リンクでない 

                              １＝ＩＳＵＰ１リンクである 

                          ＨＧ：ＩＳＵＰ１リンク希望表示 

                              ００＝ＩＳＵＰ１リンク希望するが必須ではない 

                              ０１＝ＩＳＵＰ１リンクを希望しない 

                              １０＝ＩＳＵＰ１リンクを希望し必須である 

                              １１＝予備 

                          Ｉ：ＩＳＵＰアクセス表示 

                              ０＝発側のユーザ・網インタフェースが非ＩＳＤＮ 

                              １＝発側のユーザ・網インタフェースがＩＳＤＮ 

                          ＫＪ：ＳＣＣＰ法表示（注） 

                              ００＝表示なし 

                              ０１＝コネクションレス法使用可 

                              １０＝コネクションオリエンテッド法使用可 

                              １１＝コネクションレス法及びコネクションオリエンテッド法使用可 

                          Ｌ：予備 

                          Ｍ－Ｐ：国内用に留保 

                         （注）Ｂ－Ｆ、Ｊ－Ｋプロトコル制御表示（ＰＣＩ）を構成する



技別 17-65   

   (４３)  発番号 

            発番号を図２．２．４９に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１    ０ 

                                          長さ表示             

                                           番号種別            

                              ＮＩ 番号計画   表示     網検証  

                                       識別子 識別 注） 識別    

                               第 2 ｱﾄﾞﾚｽ情報   第 1 ｱﾄﾞﾚｽ情報   

                                                    

                              ﾌｨﾗｰ(必要な場合) 第 N ｱﾄﾞﾚｽ情報  ｎ 

図２．２．４９  発番号 

                      注）表示識別が「アドレス使用不可」の場合は、オクテット４～ｎまでは 

                          省略される。 

                      ＰＬＩ＝１１、Ｐ０＝０１１、Ｐ１＝１００ 

                      長さ表示：パラメータ長をオクテットで設定 

                      奇数／偶数＝0：アドレス情報の桁数が偶数 

                                ＝1：アドレス情報の桁数が奇数 

                      番号種別＝0000000：予備 

                              ＝0000001：加入者番号 

                              ＝0000010：予備、国内使用のため留保 

                              ＝0000011：国内番号 

                              ＝0000100：国際番号 

                              ＝0000101～1101111：予備 

                              ＝1110000～1111101：国内使用のため留保 

                              ＝1111110：網特有番号(網が提供するサービス特番を表示) 

                              ＝1111111：予備 

                      発番号不完全表示(ＮＩ)＝0：完全 

                                            ＝1：予備 

                      番号計画識別子＝000：予備 

                                    ＝001：ＩＳＤＮ(電話)番号計画(勧告Ｅ．１６４(Ｅ．１６３)) 

                                    ＝010～111：予備 

                      表示識別＝00：表示可 

                              ＝01：表示不可 

                              ＝10：アドレス使用不可（注１） 

                              ＝11：予備 

                             （注１）アドレス使用不可の場合は、奇数／偶数・番号種別・発番号不完全 

                              表示・番号計画識別子のサブフィールドは‘０’にコーディングされる。 

                      網検証識別＝00：予備 

                                ＝01：ユーザ投入、網検証あり、成功 

                                ＝10：予備 

                                ＝11：網投入 

                      アドレス情報  ＝0000：ディジット 0     ＝1000：ディジット 8 

                                    ＝0001：ディジット 1     ＝1001：ディジット 9 

                                    ＝0010：ディジット 2     ＝1010：予備 

                                    ＝0011：ディジット 3     ＝1011：＊ 

                                    ＝0100：ディジット 4     ＝1100：＃ 

                                    ＝0101：ディジット 5     その他：予備 

                                    ＝0110：ディジット 6      

                                    ＝0111：ディジット 7      

                      フィラー：アドレス情報の桁数が奇数桁の場合、フィラーコード 

                               “0000”が最後のアドレス情報の後に挿入される。 

 

   奇数／偶数 

： 



技別 17-66   

 (４４)  試験呼情報 

            試験呼情報を図２．２．５０に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１    ０ 

                                          長さ表示            １ 

                                        試験情報種別        ２ 

                             ：       ：       ： 

                             ：       ：       ： 

                                    試験情報種別         

                                   試験データ長           

                                    試験データ部          ｎ 

 

図２．２．５０  試験呼情報 

                       

                      ＰＬＩ＝１１、Ｐ０＝００１、Ｐ１＝１１０ 

                      長さ表示：パラメータ長をオクテットで設定 

                      試験情報種別＝0000000：予備 

                                ＝0000001～0000101：留保 

                                ＝0000110：試験呼発ユーザ種別 

                                ＝0000111：加入者擬似発信 

                                ＝0001000～0010000：留保 

                                ＝0010001～1111111：予備 

                      長さ識別子＝0：下部にデータあり 

                                ＝1：下部にデータなし 

                      試験データ長：試験データ部のオクテット長を設定 

                      試験データ部：試験情報種別が 0000110（試験呼発ユーザ種別）の時の 

                  試験データ部のフォーマットを図２．２．５１に示す。 

                       

                ７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                   試験情報種別＝0000110 

                     試験データ長 

                  試験呼発ユーザ種別表示 

 

図２．２．５１  試験データ部フォーマット 

 

           試験呼発ユーザ種別表示＝00000000：発ユーザ種別不明 

                      ＝00000001～00001000：予備 

                      ＝00001001：国内台 

                      ＝00001010：一般発ユーザ 

                      ＝00001011：優先発ユーザ 

                      ＝00001100：予備 

                      ＝00001101：留保 

                      ＝00001110：予備 

                      ＝00001111：公衆（街頭） 

                      ＝00010000～11011111：予備 

                      ＝11100000～11101111：国内使用のための留保 

                      ＝11110000：最優先 

                      ＝11110001：ピンク 

                      ＝11110010：公衆（店頭） 

                      ＝11110011～11111110：国内使用のための留保 

                      ＝11111111：予備

   長さ識別子 

長さ識別子 



技別 17-67   

(４５)  事業者情報転送 

            事業者情報転送を図２．２．５２に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１     

長さ表示 

                                        予備         

                                                  

事業者情報名 

事業者情報長 

事業者情報１ 

                             ：       ：       ： 

                                    事業者情報名        

                                   事業者情報長       

                                    事業者情報ｍ 

 

図２．２．５２  事業者情報転送 

                       

                      ＰＬＩ＝１１、Ｐ０＝００１、Ｐ１＝１００ 

                      長さ表示：パラメータ長をオクテットで設定 

           注）事業者情報名が同一パラメータ内に繰り返し使用されることがある。その際 

             の順序については保証する。 

 

    ａ）経由情報転送表示 

      ００＝転送なし 

      ０１＝順方向 

      １０＝逆方向 

      １１＝両方向 

      注）事業者情報転送パラメータが逆方向に転送される場合、本表示は意味を持たない。なお、

この場合“００”を転送する。 

  ｂ）事業者情報名 

            ００００００００  予備 

      ０００００００１ 

           ：     網固有情報として留保 

      １０００００００ 

      １００００００１ 

           ：     予備 

      １１１１０１１１ 

      １１１１１０００  移転元ＳＣＰ事業者情報 

      １１１１１００１  移転先ＳＣＰ事業者情報 

      １１１１１０１０ ＳＣＰ事業者情報 

      １１１１１０１１ 発事業者情報 

      １１１１１１００ 着事業者情報 

      １１１１１１０１ 選択中継事業者情報 

      １１１１１１１０ 経由事業者情報 

      １１１１１１１１ 予備 

   経由情報 

転送表示 



技別 17-68   

①事業者情報 

        事業者情報パラメータフィールドのフォーマットを以下に示す。 

 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

事業者情報名 

事業者情報長 

     

 事業者情報従属パラメータ名  

 事業者情報従属パラメータ長  

 事業者情報従属パラメータ１  

 ：   

 事業者情報従属パラメータ名  

 事業者情報従属パラメータ長  

 事業者情報従属パラメータｎ  

    

図２．２．５２.１  事業者情報パラメータフィールド 

 

注１）事業者情報長は複数の事業者情報従属パラメータのフィールドが設定された場合の

拡張性を考慮し、全ての情報を含んだ長さとする。 

 

注２）事業者情報従属パラメータを含む３オクテット以降は TLV 形式とする。 

 

ａ.１）事業者情報従属パラメータ名 

        ００００００００  予備 

         ０００００００１ 

                     ：     網固有情報として留保 

                １０００００００ 

                １００００００１ 

                     ：     予備 

                １１１１１０１１ 

                １１１１１１００  POI－階梯情報 

                １１１１１１０１  POI－料金区域情報 

                １１１１１１１０  事業者識別コード 

                １１１１１１１１  予備 

 



技別 17-69   

②事業者情報名が「１１１１１０１０：（ＳＣＰ事業者情報）」の場合 

 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

事業者情報名（１１１１１０１０） 

事業者情報長 

     

 事業者情報従属パラメータ名 

 ＝１１１１１１１０（事業者識別コード） 

 

 事業者情報従属パラメータ長  

 事業者識別コード  

 ：   

図２．２．５２.２  ＳＣＰ事業者情報パラメータフィールド 

 

注）事業者情報長は事業者情報従属パラメータ名が事業者識別コード以外のフィールドが設定

された場合の拡張性を考慮し、全ての情報を含んだ長さとする。 

 

  ａ.１）事業者情報従属パラメータ名 

         １１１１１１１０  事業者識別コード 

 

      ａ.２）事業者識別コードの内容については⑤に示す。 



技別 17-70   

③事業者情報名が「１１１１１０００：（移転元ＳＣＰ事業者情報）」の場合 

 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

事業者情報名（１１１１１０００） 

事業者情報長 

     

 事業者情報従属パラメータ名 

 ＝１１１１１１１０（事業者識別コード） 

 

 事業者情報従属パラメータ長  

 事業者識別コード  

 ：   

図２．２．５２.３  移転元ＳＣＰ事業者情報パラメータフィールド 

 

注）事業者情報長は事業者情報従属パラメータ名が事業者識別コード以外のフィールドが設定

された場合の拡張性を考慮し、全ての情報を含んだ長さとする。 

 

  ａ.１）事業者情報従属パラメータ名 

         １１１１１１１０  事業者識別コード 

 

      ａ.２）事業者識別コードの内容については⑤に示す。 



技別 17-71   

④事業者情報名が「１１１１１００１：（移転先ＳＣＰ事業者情報）」の場合 

 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

事業者情報名（１１１１１００１） 

事業者情報長 

     

 事業者情報従属パラメータ名 

 ＝１１１１１１１０（事業者識別コード） 

 

 事業者情報従属パラメータ長  

 事業者識別コード  

 ：   

図２．２．５２.４  移転先ＳＣＰ事業者情報パラメータフィールド 

 

注）事業者情報長は事業者情報従属パラメータ名が事業者識別コード以外のフィールドが設定

された場合の拡張性を考慮し、全ての情報を含んだ長さとする。 

 

  ａ.１）事業者情報従属パラメータ名 

         １１１１１１１０  事業者識別コード 

 

      ａ.２）事業者識別コードの内容については⑤に示す。 



技別 17-72   

⑤事業者識別コード 

 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

奇 /偶  予備 

第２数字 第１数字 

事業者識別コード 

フィラー（必要な場合） 第ｎ数字 

図２．２．５２.５  事業者識別コードパラメータフィールド 

 

次のコードが事業者識別コードパラメータフィールドのサブフィールドで使用される。 

 

  ａ.１）奇数/偶数 

         ０  事業者識別コード桁数が偶数 

         １  事業者識別コード桁数が奇数 

 

ａ.２）事業者識別コード 

事業者識別コードは、以下に示すコーディング則に従って表される。 

         ００００  ディジット０ 

         ０００１  ディジット１ 

         ００１０  ディジット２ 

         ００１１  ディジット３ 

         ０１００  ディジット４ 

         ０１０１  ディジット５ 

         ０１１０  ディジット６ 

         ０１１１  ディジット７ 

         １０００  ディジット８ 

         １００１  ディジット９ 

         １０１０   

              予備 

         １１１１   

 

      ａ.３）フィラー 

  桁数が奇数の事業者識別コードの場合、フィラーコード“００００”が最後の事業者識別

コードの後に挿入される。 



技別 17-73   

    (４６)  着ＩＮ番号 

            着ＩＮ番号を図２．２．５３に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１         

                                          長さ表示                             

                                            番号種別表示               

                                   番号計画    表示                    

                                       識別子  識別                              

                               第２アドレス情報  第１アドレス情報              

                               第４アドレス情報  第３アドレス情報              

                                                  

                                                  

                               ﾌｨﾗｰ（必要な場合 ）第Ｎアドレス情報                    

図２．２．５３  着ＩＮ番号 

 

                     ＰＬＩ＝１１、Ｐ０＝００１、Ｐ１＝１０１ 

                     長さ表示：パラメータ長をオクテットで設定 

                     奇数／偶数表示 ＝０  数字桁数が偶数 

 ＝１  数字桁数が奇数 

                     番号種別表示＝００００００１  加入者番号 

                               ＝０００００１０  不定 

                               ＝０００００１１  国内番号 

                               ＝００００１００  国際番号 

                               ＝００００１０１  留保 

                               ＝００００１１０  国内番号フォーマットのネットワーク 

                          ルーティング番号（国内用） 

                               ＝００００１１１  網特有番号フォーマットのネットワーク 

                          ルーティング番号（国内用） 

                               ＝０００１０００  留保 

                               ＝０００１００１  予備 

                     ： 

                               ＝１１０１１１１  予備 

                               ＝１１１００００  国内使用のため留保 

                     ： 

                               ＝１１１１１０１  国内使用のため留保 

                               ＝１１１１１１０  網特有番号 

                               ＝その他          予備 

                     番号計画識別子＝０００  不定 

                                   ＝００１  ＩＳＤＮ番号計画 

                                   ＝０１０  予備 

                                   ＝０１１  留保 

                                   ＝１００  留保 

                                   ＝１０１  私設番号計画 

                                   ＝１１０  国内使用のため留保 

                                   ＝１１１  予備 

表示識別＝００  表示可 

                             ＝０１  表示不可 

                             ＝１０  使用不可（注） 

                             ＝１１  予備 

                      （注）表示識別が「使用不可」の場合、アドレス情報は省略され、「奇数／偶数表示」、

「番号種別」、「番号計画識別子」のサブフィールドは‘０’にコーディングさ

れる。 

奇数／偶数表示 

予備 

…
… 

予備 



技別 17-74   

              アドレス情報＝００００  ０      ＝０１１１  ７ 

                             ＝０００１  １      ＝１０００  ８ 

                          ＝００１０  ２      ＝１００１  ９ 

                          ＝００１１  ３      ＝１０１０  予備コード 

                          ＝０１００  ４      ＝１０１１  留保 

                          ＝０１０１  ５      ＝１１００  留保 

                          ＝０１１０  ６   ＝１１０１～１１１１ 予備 

フィラー：アドレス情報の桁数が奇数の時、フィラーコード 

                        “００００”が最後のアドレス情報の後に挿入される。 

 

 



技別 17-75 

２．３  接続指示パラメータ構成(Ａ０Ａ１／Ｃ０Ｃ１) 

  ２．３．１  基本フォーマット 

  接続指示基本フォーマットを図２．３．１に、接続形態一覧を表２．３．１に示す。 

 

  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                               ＰＬＩ     Ｐ０        Ｐ１           

                                          長さ表示 

                                    Ｃ０            Ｃ１             

                                 接続指示パラメータ (A0A1) 

 

 

 

 

                                 接続指示パラメータ (A0A1) 

 

 

 

図２．３．１  接続指示基本フォーマット 

 

                       ＰＬＩ＝１１、Ｐ０＝１００、Ｐ１＝０００ 

                       (注１)長さ表示は、接続形態以下のパラメータ長を 

オクテット単位で示す。 

 (注２)接続指示パラメータはパラメータ種別、個数 

       順序によって決定する。 

･
･
･
･･ 

･
･
･
･ 



技別 17-76 

 

 

                           表２．３．１  接続形態(Ｃ０,Ｃ１)一覧 

 

                      Ｃ０    Ｃ１                接続形式 

                      0010    0001     一般接続 

                              0010     発信地域案内接続 

                              0011     局内トランク接続 

                              0100     ＡＲＥ接続 

                              0101     先着完了予報案内接続 

                              0110     先着完了案内接続 

                              0111     着信拒否接続 

                              1000     通信パス解放 

                              1001     ＡＲＥ接続(有料) 

                              1011     ＡＲＥ接続後一般接続中合図音有り 

                              1100     発信地域名案内接続 

1101 ＡＲＥ接続後一般接続 

1110   リダイレクション判定接続 

                      0011    0001     待合せ接続 

                              0010     待合せ一般接続 

                              0011     待合せ発信地域案内接続 

                              0100     待合せ発信地名案内接続 

                              0101     待合せ先着完了予報案内接続 

                              0110     ＡＲＥ接続(呼経過) 

                              0111     発信地域案内接続(ＭＲＳ) 

                              1000     ＭＲＳ接続 

                              1001     先着完了予報案内接続(ＭＲＳ) 

                              1010     先着完了案内接続(ＭＲＳ) 

                              1011     着信拒否接続(ＭＲＳ) 

                              1100     発信地名案内接続(ＭＲＳ) 

                              1101     待合せ接続(ＭＲＳ) 

                              1110     待合せ発信地域案内接続(ＭＲＳ) 

                              1111     待合せ発信地名案内接続(ＭＲＳ) 

                      0100    0001     待合せ先着完了予報案内接続(ＭＲＳ) 

                              0010     ＭＲＳ接続(呼経過) 

                              0011     マルチ接続 

                              0100     ＭＲＳ接続(有料) 

                              0101     ＭＲＳ接続後マルチ接続 

                              0110     ＭＲＳ接続後一般接続中合図音有り 

                              0111     ＭＲＳ接続後一般接続 

                                

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



技別 17-77 

 

 

 

２．３．２ 接続指示パラメータ 

接続指示パラメータを表２．３．２に示す。 

 

 

 

表２．３．２  Ａ０,Ａ１パラメータ一覧及びＡ０,Ａ１とＣ０,Ｃ１の対応(１／３) 

 

       
Ｃ０ 0010 

Ａ０ 

Ｃ１ 0001 0010 0011 0100 0101 0110 0111 1000 1001 1011 1100 1101 1110 

Ａ１ 

接続形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パラメータ名 

一
般
接
続 

発
信
地
域
案
内
接
続 

局
内
ト
ラ
ン
ク
接
続 

Ａ
Ｒ
Ｅ
接
続 

先
着
完
了
予
報
案
内
接
続 

先
着
完
報
案
内
接
続 

着
信
拒
否
接
続 

通
信
パ
ス
解
放 

Ａ
Ｒ
Ｅ
接
続
（
有
料
） 

Ａ
Ｒ
Ｅ
接
続
後
一
般
接
続
中
合

図
音
有
り 

発
信
地
域
名
案
内
接
続 

Ａ
Ｒ
Ｅ
接
続
後
一
般
接
続 

リ
ダ
イ
レ
ク
シ
ョ
ン
判
定
接
続 

0100 
0001 局内トランク   ○       ○    

0010 開放種別        ○      

0011 リダイレクト理由             ○ 

1001 
0001 出回線送出数字 ○ ○   ○ ○    ○ ○ ○  

0010 転送先番号             ○ 

1100 
1001 発側接続ＡＲＥ制御  ○  ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○  

1010 着側接続ＡＲＥ制御  ○   ○ ○        

1011 発側ガイダンス情報              

1100 着側ＡＲＥ論理制御           ○   

1101 
待合わせタイムアウト

ＡＲＥ制御 
             

1110 着側ガイダンス情報              

1111 
待合わせタイムアウト

ガイダンス情報 
             

1101 
0010 待合わせ時間              

0011 強切タイミング              

 



技別 17-78 

 

 

表２．３．２  Ａ０,Ａ１パラメータ一覧及びＡ０,Ａ１とＣ０,Ｃ１の対応(２／３) 

 
Ｃ０ 0011 

Ａ０ 

Ｃ１ 0001 0010 0011 0100 0101 0110 0111 1000 1001 1010 1011 1100 1101 1110 1111 

Ａ１ 

接続形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パラメータ名 

待
合
せ
接
続 

待
合
せ
一
般
接
続 

待
合
せ
発
信
地
域
案
内
接
続 

待
合
せ
発
信
地
名
案
内
接
続 

待
合
せ
着
信
完
了
予
報
案
内
接
続 

Ａ
Ｒ
Ｅ
接
続
（
呼
経
過
） 

発
信
地
域
案
内
接
続
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
） 

Ｍ
Ｒ
Ｓ
接
続 

先
着
完
了
予
報
案
内
接
続
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
） 

先
着
完
了
案
内
接
続
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
） 

着
信
拒
否
接
続
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
） 

着
信
地
名
案
内
接
続
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
） 

待
合
せ
接
続
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
） 

待
合
せ
発
信
地
域
案
内
接
続
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
） 

待
合
せ
発
信
地
名
案
内
接
続
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
） 

0100 

 

 

0001 局内トランク ○            ○   

0010 解放種別                

0011 リダイレクト理由                

1001 
0001 出回線送出数字  ○ ○ ○ ○  ○  ○ ○  ○  ○ ○ 

0010 転送先番号                

1100 

 
1001 発側接続ＡＲＥ制御 ○  ○ ○ ○ ○          

1010 着側接続ＡＲＥ制御   ○  ○           

1011 発側ガイダンス情報       ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

1100 着側ＡＲＥ論理制御    ○            

1101 
待合わせタイムアウト 

ＡＲＥ制御 
○               

1110 着側ガイダンス情報       ○  ○ ○  ○  ○ ○ 

1111 
待合わせタイムアウト 

ガイダンス情報 
            ○   

1101 
0010 待合わせ時間 ○            ○   

0011 強切タイミング                
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表２．３．２  Ａ０,Ａ１パラメータ一覧及びＡ０,Ａ１とＣ０,Ｃ１の対応(３／３) 

 
Ｃ０ 0100 

Ａ０ 

Ｃ１ 0001 0010 0011 0100 0101 0110 0111 

Ａ１ 

接続形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パラメータ名 

待
合
せ
先
着
完
了
予
報
案
内
接
続
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
） 

Ｍ
Ｒ
Ｓ
接
続
（
呼
経
過
） 

マ
ル
チ
接
続 

Ｍ
Ｒ
Ｓ
接
続
（
有
料
） 

Ｍ
Ｒ
Ｓ
接
続
後
マ
ル
チ
接
続 

Ｍ
Ｒ
Ｓ
接
続
後
一
般
接
続
中
合
図
音
有
り 

Ｍ
Ｒ
Ｓ
接
続
後
一
般
接
続 

0100 

 

 

0001 局内トランク      ○  

0010 解放種別        

 
0011 リダイレクト理由        

1001 
0001 出回線送出数字 ○  ○  ○ ○ ○ 

0010 転送先番号        

1100 

 
1001 発側接続ＡＲＥ制御        

1010 着側接続ＡＲＥ制御        

1011 発側ガイダンス情報 ○ ○  ○ ○ ○ ○ 

1100 着側ＡＲＥ論理制御        

1101 
待合わせタイムアウト 

ＡＲＥ制御 
       

1110 着側ガイダンス情報 ○       

1111 
待合わせタイムアウト 

ガイダンス情報 
       

1101 
0010 待合わせ時間        

0011 強切タイミング   ○  ○   

 



技別 17-80 

 

 

２．３．３  接続指示パラメータ構成 

            接続指示パラメータ構成を図２．３．２～図２．３．９.２に示す。 

 

    (１)出回線送出数字 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                                    Ａ０            Ａ１                

                                        digit number                    

                                    Ｄ１            Ｄ０                

                                    Ｄ３            Ｄ２                    

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                 Ｄn/filler         Ｄm                 

図２．３．２  接続指示パラメータ構成(出回線送出数字) 

 

                         Ａ０＝１００１、Ａ１＝０００１ 

                         digit number：数字桁数 

                         Ｄｎ＝０００１  １        ＝１０００  ８ 

                             ＝００１０  ２        ＝１００１  ９ 

                             ＝００１１  ３        ＝１０１０  ０ 

                             ＝０１００  ４        ＝１０１１  ＊ 

                             ＝０１０１  ５        ＝１１００  ＃ 

                             ＝０１１０  ６        ＝その他    予備 

                             ＝０１１１  ７ 

                         filler：奇数桁の時 all‘０’を設定 

 

･
･
･
･･
･
･･
･
･
 



技別 17-81 

    (２)  局内トランク 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                                    Ａ０            Ａ１                

                                        トランク種別                      

図２．３．３  接続指示パラメータ構成(局内トランク) 

 

                       Ａ０＝０１００、Ａ１＝０００１ 

                       トランク種別  ０００００００１：ＢＴＴ 

                                     ００００００１０：ＡＡＴ 

                                     ００００００１１：ＤＬＴ 

                                     ０００００１００：ＴＫＴ０（混んでいる） 

                                     ０００００１０１：ＴＫＴ１（公衆から） 

                                     ０００００１１０：ＴＫＴ２（かからない） 

                                     ０００００１１１：ＴＫＴ  （災害情報トーキ） 

                                     ００００１０００：ＴＫＴ３（しばらくたって） 

                                     ００００１００１：ＴＫＴ４（おつなぎできません） 

                                     ００００１０１０：ＴＫＴ５（提供しておりません） 

                                     ００００１０１１：ＳＰＳ   (通停) 

                                     ００００１１００：課金開始合図音 

                                     ００００１１０１：未提供端末規制トーキ 

                                     ００００１１１０：ＣＥＳメロディ 

                                     その他          ：予備 

 

 

 

 

 



技別 17-82 

    (３)  発側接続ＡＲＥ制御 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                                    Ａ０            Ａ１                

                                 ＡＲＥパラメータ桁数  ＊１                   

                                ＡＲＥメッセージコード  ＊２                  

                                      繰り返し回数  ＊３                 

                                               

                                                     

                                  ＡＲＥパラメータ列  ＊４                    

                                                     

                                                               

図２．３．４接続指示パラメータ構成(発側接続ＡＲＥ制御) 

 

                   Ａ０＝１１００、Ａ１＝１００１ 

                   ＊１  ＡＲＥパラメータ桁数は、ＡＲＥメッセージ 

                         コード以下のパラメータ長をオクテット単位で表す。 

                   ＊２  ＡＲＥ論理番号を設定 

                   ＊３  ００００００００：無限回 

                         ０００００００１：１回 

                         ００００００１０：２回 

                         ００００００１１：３回 

                         その他          ：イリーガル 

                   ＊４  ＡＲＥパラメータ列 

                         パラメータはＪＩＳ７BIT コードを送る。(7bit 目は、０にする。) 

                         キャラクタは１バイト／１キャラクタとする。 

                         パラメータがない場合「ＥＴＸ」のみをつける。 

                         複数のパラメータを設定する時は、「；」で区切る。 

                         キャラクタは「０」～「９」、「ＥＴＸ」、「；」である。 

                                                       



技別 17-83 

    (４)  着側ＡＲＥ論理制御 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                                    Ａ０            Ａ１           

                                  パラメータバイト数  ＊１        

                                       変換種別  ＊２              

                                     繰り返し回数  ＊３                      

                                                    

                                     変換キー情報  ＊４                                

                                          

図２．３．５  接続指示パラメータ構成(着側ＡＲＥ論理制御) 

 

                       Ａ０＝１１００、Ａ１＝１１００ 

                       ＊１  パラメータバイト数：変換種別以下のバイト数を設定 

                       ＊２  変換種別  ０００００００１：県名案内 

                                       ００００００１０：地名案内 

                                       その他          ：予備 

                       ＊３  繰り返し回数  ００００００００：無限回 

                                           ０００００００１：１回 

                                           ００００００１０：２回 

                                           ００００００１１：３回 

                                           その他          ：イリーガル 

                       ＊４  変換キー情報                                       

                                           ＫＡＮ 

                                           ＊                     

                             変換キー情報：ＫＡＮ(ＫＡ情報)を設定 

 



技別 17-84 

    (５)  削除 

 

 

 

     



技別 17-85 

(６)  着側接続ＡＲＥ制御、待合せタイムアウトＡＲＥ制御 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                                    Ａ０            Ａ１           

                                 ＡＲＥパラメータ桁数  ＊１       

                               ＡＲＥﾒｯｾｰｼﾞｺｰﾄﾞ(論理番号)＊２      

                                     繰り返し回数  ＊３                    

                                                  

                                  ＡＲＥパラメータ列  ＊４         

                                                  

図２．３．７  接続指示パラメータ構成(着側接続ＡＲＥ制御/待合せタイムアウトＡＲＥ制御) 

 

                   Ａ０＝１１００、Ａ１＝１０１０(着側接続ＡＲＥ制御) 

                   Ａ０＝１１００、Ａ１＝１１０１(待合せタイムアウトＡＲＥ制御) 

                   ＊１  ＡＲＥパラメータ桁数 

                         ＡＲＥメッセージコード(論理番号)以下の 

                         パラメータ長(オクテット長)を設定 

                   ＊２  ＡＲＥメッセージコード(論理番号) 

                         ＡＲＥ論理番号を設定 

                   ＊３  繰り返し回数  ００００００００：無限回 

                                       ０００００００１：１回 

                                       ００００００１０：２回 

                                       ００００００１１：３回 

                                       その他          ：イリーガル 

                   ＊４  ＡＲＥパラメータ列 

                         パラメータはＪＩＳ７BIT コードを送る(７bit 目は、０にする) 

                         キャラクタは１バイト／１キャラクタとする。 

                         パラメータがない場合「ＥＴＸ」のみをつける。 

                         複数のパラメータを設定する時は、「；」で区切る。 

                         キャラクタは「０」～「９」、「ＥＴＸ」、「；」である。 

                                                 

 

     



技別 17-86 

(７)  解放種別 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                                    Ａ０            Ａ１           

                                         長さ表示          

                                         解放種別     

図２．３．８  接続パラメータ構成(解放種別) 

 

                          Ａ０＝０１００、Ａ１＝００１０ 

 長さ表示：パラメータ長をオクテットで設定 

                          解放種別  ０００００００１：着信拒否制御呼 

                                    ００００００１０：ディジタルモード呼 

                                    その他          ：予備 

 

 

 

 

 

     



技別 17-87 

(８)  待合せ時間 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                                    Ａ０            Ａ１           

                                             Ａ                    

                                             Ｂ                    

                                             Ｃ                    

図２．３．９  接続パラメータ構成(待合せ時間) 

 

      Ａ０＝１１０１、Ａ１＝００１０ 

                       待合せ時間  ((Ａ×１００＋Ｂ×１０＋Ｃ)／２)秒 

                       注  Ａ～Ｃは、ＩＡ５コーディングを使用する。 

 

 

   



技別 17-88 

    (９)  リダイレクト理由 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                                    Ａ０            Ａ１                

                                     リダイレクション起動理由   

                   

図２．３．９.１ リダイレクト理由 

 

                       Ａ０＝０１００、Ａ１＝００１１ 

                       拡張      ０：次オクテットに続く 

                               １：最終オクテット 

                       リダイレクション起動理由 

                                     ０００００００：不定／無効 

                                     ００００００１：事業者間ポータビリティ（国内用） 

                                     ０００００１０：ロケーションポータビリティのため留保 

                                     ０００００１１：サービスポータビリティのため留保 

                                     ００００１００～０１１１１１１：予備 

                                     １００００００～１１１１１１１：国内使用のため留保 

拡張 



技別 17-89 

    (１０)  転送先番号 

             

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                                 Ａ０          Ａ１         

                                          長さ表示                             

                                         番号種別表示               

                              INN 番号計画識別子     予備                    

                               第２アドレス情報   第１アドレス情報              

  

                                                  

                                                  

                               ﾌｨﾗｰ（必要な場合）  第Ｎアドレス情報                    

図２．３．９.２  転送先番号 

 

                     Ａ０＝１００１、Ａ１＝００１０ 

                     長さ表示：パラメータ長をオクテットで設定 

                     奇数／偶数表示 ＝０  数字桁数が偶数 

 ＝１  数字桁数が奇数 

                     番号種別表示＝０００００００  予備 

＝００００００１  加入者番号 

                             ＝０００００１０  不定 

                             ＝０００００１１  国内番号 

                             ＝００００１００  国際番号 

                             ＝００００１０１  予備 

                             ＝００００１１０  国内番号フォーマットのネットワーク 

                        ルーティング番号（国内用） 

                             ＝００００１１１  網特有番号フォーマットのネットワーク 

                        ルーティング番号（国内用） 

                             ＝０００１０００  留保 

                             ＝０００１００１～１１０１１１１  予備 

                             ＝１１１００００～１１１１１０１  国内使用のため留保 

                             ＝１１１１１１０  網特有番号 

                             ＝その他          予備 

                     網内番号表示（INN）＝０  許可された網内番号へのルーチング 

＝１  予備 

                     番号計画識別子＝０００  不定 

                                   ＝００１  ＩＳＤＮ番号計画 

                                   ＝０１０  予備 

                                   ＝０１１  留保 

                                   ＝１００  留保 

                                   ＝１０１  私設番号計画 

                                   ＝１１０  国内使用のため留保 

                                   ＝１１１  予備 

             アドレス情報＝００００  ０        ＝０１１１  ７ 

                            ＝０００１  １        ＝１０００  ８ 

                         ＝００１０  ２        ＝１００１  ９ 

                         ＝００１１  ３        ＝１０１０  予備コード 

                         ＝０１００  ４        ＝１０１１  留保 

                         ＝０１０１  ５        ＝１１００  留保 

                         ＝０１１０  ６    ＝１１０１～１１１１ 予備 

フィラー：アドレス情報の桁数が奇数の時、フィラーコード“００００”が 

                              最後のアドレス情報の後に挿入される。  

奇数／偶数表示 

…
… 



技別 17-90 

２．３．４  発側ガイダンス情報 

発側ガイダンス情報を図２．３．１０に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                                    Ａ０            Ａ１          

                                          長さ表示                

                                                                      

                                                                  

図２．３．１０  接続パラメータ構成(発側ガイダンス情報)  

 

     Ａ０＝１１００、Ａ１＝１０１１ 

     長さ表示：パラメータ長をオクテットで設定 

                      ガイダンス情報 

                          ガイダンス情報が設定される。内容部には、網特有ＡＳＥに 

                          おけるガイダンス送出(ＰＬＡＮ)オペレーションのオペレー 

                          ションコードに続くシーケンス識別子以下が設定される。 

             

   

ガイダンス情報 



技別 17-91 

２．３．５  着側ガイダンス情報 

  着側ガイダンス情報を図２．３．１１に示す。 

 

                  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                                    Ａ０            Ａ１          

                                          長さ表示                

                                                                      

                                                                  

図２．３．１１  接続パラメータ構成(着側ガイダンス情報)  

 

    Ａ０＝１１００、Ａ１＝１１１０ 

    長さ表示：パラメータ長をオクテットで設定 

                     ガイダンス情報 

                         ガイダンス情報が設定される。内容部には、網特有ＡＳＥに 

                         おけるガイダンス送出(ＰＬＡＮ)オペレーションのオペレー 

                         ションコードに続くシーケンス識別子以下が設定される。 

 

 

  

ガイダンス情報 



技別 17-92 

 ２．３．６  待合せタイムアウトガイダンス情報 

             待合せタイムアウトガイダンス情報を図２．３．１２に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                                    Ａ０            Ａ１          

                                          長さ表示                

                                                                      

                                                                  

図２．３．１２  接続パラメータ構成(待合せタイムアウトガイダンス情報)  

 

    Ａ０＝１１００、Ａ１＝１１１１ 

    長さ表示：パラメータ表をオクテットで設定 

                     ガイダンス情報 

                         ガイダンス情報が設定される。内容部には、網特有ＡＳＥに 

                         おけるガイダンス送出(ＰＬＡＮ)オペレーションのオペレー 

                         ションコードに続くシーケンス識別子以下が設定される。 

 

 

  

ガイダンス情報 



技別 17-93 

 ２．３．７  強切タイミング 

             強切タイミングを図２．３．１３に示す。 

 

７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

                                    Ａ０            Ａ１          

                                                 （ＬＳＢ）              

                                      強切タイミング 

                               （ＭＳＢ） 

図２．３．１３  接続パラメータ(強切タイミング)  

 

                       Ａ０＝１１０１、Ａ１＝００１１ 

                       強切タイミング   

                           強制切断とする時間を２進数(１秒単位)で表現する。 



技別 17-94 

３  信号配列例(コーディング例) 

    フリーダイヤル、ナビダイヤルで使用する主な信号種別毎の信号配列一覧を表３に、信号配列を 

    図３．１～図３．１１に示す。 

 

表３  信号配列一覧 

        項番     図番       サービス名       信号名     備考 

         １     ３．１    フリーダイヤル    ＳＤＲＱ    一般接続呼 

         ２     ３．２                      ＳＤＲＰ    発信地域案内接続呼(ＭＲＳ) 

         ３     ３．３                      ＲＣＲＱ 

         ４       －                        ＲＣＲＰ    ＳＤＲＰと同様 

         ５     ３．４                      ＣＨＩＦ    課金あり、ＬＳ拒否呼 

         ６     ３．５                      ＣＨＡＫ 

         ７     ３．６                      ＣＴＩＦ    一般接続呼 

         ８     ３．７                      ＲＣＩＤ    待合せ一般接続呼 

         ９     ３．８     ナビダイヤル     ＳＤＲＱ    一般接続呼 

        １０    ３．９                      ＳＤＲＰ    一般接続呼(ＭＲＳ) 

        １１   ３．１０                     ＣＨＩＦ    課金あり 

        １２   ３．１１                     ＣＨＡＫ 

        １３      －                        ＣＴＩＦ    ＳＤＲＱと同様 



技別 17-95 

        

７      ６      ５      ４      ３      ２      １      ０       

        ＰＬＩ＝１０        Ｐ０＝０１０       Ｐ１＝０００／００１         

        ＊２    ＊１            ｄｉｇｉｔ  ｎｕｍｂｅｒ               発信ＫＡ／発信ＩＤ 

                    Ｄ１                          Ｄ０                 ＊１：網検証識別 

                                    ：                                 （発信 ID にのみ設定される） 

             Ｄｎ／ｆｉｌｌｅｒ                   Ｄｍ                 ＊２：通知判定表示 

        ＰＬＩ＝０１        Ｐ０＝０１０           Ｐ１＝０１０                 

         Ｉ     Ｈ                              ＣＰＣ 

        ＰＬＩ＝０１        Ｐ０＝１０１           Ｐ１＝１１１                 

                                                        ＩＳＵＰ 

        ＰＬＩ＝１０        Ｐ０＝０１１           Ｐ１＝０００                 

         ＴＹＰ＝０             ｄｉｇｉｔ  ｎｕｍｂｅｒ 

                    Ｄ１                          Ｄ０ 

                                    ： 

             Ｄｎ／ｆｉｌｌｅｒ                   Ｄｍ 

        ＰＬＩ＝０１        Ｐ０＝１０１           Ｐ１＝１１０                 

                              ＴＭＲ 

        ＰＬＩ＝０１        Ｐ０＝１０１           Ｐ１＝１００                 

                        Ｆ      Ｅ      Ｄ      Ｃ      Ｂ     Ａ 

        ＰＬＩ＝０１        Ｐ０＝１１１           Ｐ１＝１１０        隣接網形態識別 

                        隣接網形態識別表示                            (移動体/ＰＨＳから発信時、 

        ＰＬＩ＝１１        Ｐ０＝０１０           Ｐ１＝１１０   

                                 長さ表示                          

                             付加ユーザ種別名                     

                             付加ユーザ種別１  

                                     ： 

                             付加ユーザ種別名 

                             付加ユーザ種別ｍ                 

         ＰＬＩ＝１１       Ｐ０＝０１０          Ｐ１＝１１１             

                                 長さ表示                          

       奇/偶                         番号種別                     

        ＮＩ      番号計画識別子        表示識別       網検証識別 

              第２アドレス情報              第１アドレス情報 

                                    ： 

            フィラー(必要な場合)            第Ｎアドレス情報 

        ＰＬＩ＝１１       Ｐ０＝１１１           Ｐ１＝１０１             

                                 長さ表示                        

       奇/偶                       情報識別表示                 

              第２アドレス情報              第１アドレス情報 

                                    ： 

            フィラー(必要な場合)            第Ｎアドレス情報 

        ＰＬＩ＝１１       Ｐ０＝０１１           Ｐ１＝０１０             

                                 長さ表示           

                          番号情報識別子 

       奇/偶                     番号種別 

       不完全     番号計画識別子        表示識別       網検証識別 

             第２アドレス情報               第１アドレス情報 

                                    ： 

            フィラー(必要な場合)            第Ｎアドレス情報 

        ＰＬＩ＝１１        Ｐ０＝０１１           Ｐ１＝００１             

                                 長さ表示                              発信者番号非通知理由 

        拡張                発信者番号非通知理由 

図３．１  ＳＤＲＱ(一般接続呼)信号配列 

発ユーザ種別 

ＩＳＵＰ１リンク希望表示 

ダイヤル数字 

通信路要求表示 

機能レベル表示 

 付加ユーザ種別 

(移動体網発信時、 

 必ず設定) 

  

発ユーザ番号 

 発信地域情報 

(ＰＨＳ、 

 自動車/携帯発信時、 

 必ず設定) 

汎用番号 

必ず設定) 



技別 17-96 

 ７      ６      ５      ４      ３      ２      １     ０       

        ＰＬＩ＝１１        Ｐ０＝１００           Ｐ１＝０００                

                               長 さ 表 示                

                  Ｃ０＝００１１               Ｃ１＝０１１１ 

                  Ａ０＝１００１               Ａ１＝０００１  

                         ｄｉｇｉｔ  ｎｕｍｂｅｒ  

                    Ｄ１                           Ｄ０                 

                    Ｄ３                           Ｄ２ 

 

             Ｄｎ/ｆｉｌｌｅｒ                    Ｄｍ 

                Ａ０＝１１００               Ａ１＝１０１１                            接続指示 

                               長 さ 表 示 

                                                 

                             ガイダンス情報 

 

                Ａ０＝１１００               Ａ１＝１１１０                  

                               長 さ 表 示 

                                           

                             ガイダンス情報 

 

         ＰＬＩ＝０１       Ｐ０＝０００          Ｐ１＝００１              

                                                             CHSF=1 

         ＰＬＩ＝１１       Ｐ０＝０１０          Ｐ１＝０１１              

                               長 さ 表 示                             通知判定表示 

       奇/偶                      番号種別 

        INN        番号計画識別子              予備                    着ユーザ番号 

                    Ｄ１                          Ｄ０ 

 

             Ｄｎ／ｆｉｌｌｅｒ                   Ｄｍ 

         ＰＬＩ＝０１       Ｐ０＝１０１           Ｐ１＝１１１               

                                                        ＩＳＵＰ 

         ＰＬＩ＝０１       Ｐ０＝０００           Ｐ１＝１０１               

                                                              RCF 

         ＰＬＩ＝１１       Ｐ０＝１１１           Ｐ１＝０００               

                               長 さ 表 示 

                              項 目 識 別 子                           

                                 内 容 長       ＮＳＰ設定情報 

                            

   サービス毎ＮＳＰ情報 

 

図３．２  ＳＤＲＰ (発信地域案内接続呼(ＭＲＳ))信号配列 

出回線 

送出数字 

課金信号要求フラグ 

ＩＳＵＰ１リンク希望表示 

再制御対象フラグ 

発側ガイダンス 

情報 

着側ガイダンス 

情報 



技別 17-97 

 

        ７      ６      ５      ４      ３      ２      １      ０       

        ＰＬＩ＝０１       Ｐ０＝０００           Ｐ１＝０１０                

                                                ＣＬＥＶ 

        ＰＬＩ＝１１       Ｐ０＝１０１           Ｐ１＝０１１                

                                 長さ表示        

        ＊１       ＊２       予備               生成源       

        ＊３                        仕様種別 

        ＊４                       理由種別値           

                                  詳細情報 

         ＰＬＩ＝１１       Ｐ０＝１０１           Ｐ１＝０１０                

                                 長さ表示 

                          

          

                              ＩＳＭ識別番号 

図３．３  ＲＣＲＱ信号配列 

信号局番号 

切断イベント 

理由表示 

＊１、＊３、＊４  拡張 

＊２  コーディング標準 

信号局番号 



技別 17-98 

         

 ７      ６     ５      ４      ３      ２      １     ０       

         ＰＬＩ＝０１       Ｐ０＝０００           Ｐ１＝０１０                

                                                      ＣＬＥＶ 

         ＰＬＩ＝１０       Ｐ０＝０１０           Ｐ１＝１０１                

                                  ｄｉｇｉｔ  ｎｕｍｂｅｒ                    

                    Ｄ１                           Ｄ０ 

                    Ｄ３                           Ｄ２  

                     

             Ｄｎ/ｆｉｌｌｅｒ                     Ｄｍ 

         ＰＬＩ＝１１        Ｐ０＝１１０          Ｐ１＝０００                

                                 長さ表示 

        

                                   時刻                               通話開始時刻 

 

                                               日 

                                                    月 

         ＰＬＩ＝１１        Ｐ０＝１１０          Ｐ１＝００１                

                                 長さ表示 

 

                                   時刻                               通話終了時刻 

 

                                               日 

                                                    月 

         ＰＬＩ＝１１       Ｐ０＝１１０           Ｐ１＝０１０                

                                 長さ表示 

 

                                   時刻 

 

                                              日 

         ＰＬＩ＝１１       Ｐ０＝１１１           Ｐ１＝０１１                

                                 長さ表示 

                                                              

                                   時刻                    

                                                              

                                               日  

                                                    月 

        ＰＬＩ＝１１        Ｐ０＝１０１          Ｐ１＝０１１                

                                 長さ表示                             理由表示 

        ＊１        ＊２       予備              生成源               ＊1､＊3､＊4､拡張 

        ＊３                        仕様種別 

        ＊４                       理由種別値                         ＊2､コーディング標準 

                                詳細情報 

        ＰＬＩ＝１１        Ｐ０＝１０１          Ｐ１＝０１０                

                                 長さ表示 

                                                                      信号局番号 

 

                             ＩＳＭ識別番号 

        ＰＬＩ＝０１        Ｐ０＝１０１          Ｐ１＝０００         着信拒否遭遇呼 

                               拒否契約種別                           

 

 

図３．４  ＣＨＩＦ(課金あり、ＬＳ拒否呼)信号配列 

切断イベント 

通話時間 

信号局番号 

･
･ 

着信端末番号 

待合せ接続開始 

 (待合せ接続呼のみ 

設定される場合が 

ある) 

ＬＳ拒否呼のみ 
設定される 



技別 17-99 

 

         ７      ６     ５      ４      ３      ２      １     ０       

         ＰＬＩ＝０１       Ｐ０＝０００           Ｐ１＝０１１                

                                                            ＣＨＲＦ 

 

図３．５  ＣＨＡＫ信号配列 

 

 

         ７      ６     ５      ４      ３      ２      １     ０       

        ＰＬＩ＝１０        Ｐ０＝０１０       Ｐ１＝０００／００１             

        ＊２    ＊１              ｄｉｇｉｔ  ｎｕｍｂｅｒ             発信ＫＡ/発信ＩＤ 

                    Ｄ１                           Ｄ０                ＊１：網検証識別 

                    Ｄ３                           Ｄ２                 (発ＩＤにのみ設定される) 

                                    ：                                 ＊２：通知判定表示 

             Ｄｎ/ｆｉｌｌｅｒ                     Ｄｍ  

        ＰＬＩ＝０１        Ｐ０＝０１０           Ｐ１＝０１０                

         Ｉ     Ｈ                              ＣＰＣ 

        ＰＬＩ＝０１        Ｐ０＝１０１           Ｐ１＝１１１           ＩＳＵＰ１リンク 

                                                        ＩＳＵＰ       希望表示 

        ＰＬＩ＝１０        Ｐ０＝０１１           Ｐ１＝０００                

        ＴＹＰＥ＝０               ｄｉｇｉｔ  ｎｕｍｂｅｒ 

                    Ｄ１                           Ｄ０ 

                    Ｄ３                           Ｄ２         

                                    ： 

             Ｄｎ/ｆｉｌｌｅｒ                     Ｄｍ 

        ＰＬＩ＝０１        Ｐ０＝１０１           Ｐ１＝１１０                

                                ＴＭＲ 

        ＰＬＩ＝０１        Ｐ０＝１０１           Ｐ１＝１００                

                         Ｆ     Ｅ      Ｄ      Ｃ     Ｂ      Ａ 

        ＰＬＩ＝０１        Ｐ０＝１００           Ｐ１＝１０１           二重化識別表示 

                                                              ＊１     ＊１：二重化識別表示 

        ＰＬＩ＝１１        Ｐ０＝０１１           Ｐ１＝０１０                

                                長さ表示                   

                             番号情報識別子                    

       奇/偶                       番号種別                            汎用番号 

       不完全     番号計画識別子         表示識別      網検証識別       

             第２アドレス情報               第１アドレス情報             

                                    ： 

           フィラー(必要な場合)             第Ｎアドレス情報 

        ＰＬＩ＝１１        Ｐ０＝０１１           Ｐ１＝００１                

                                長さ表示                               発信者番号非通知理由 

        拡張                 発信者番号非通知理由 

 

図３．６  ＣＴＩＦ(一般接続呼)信号配列 

課金信号再送要求フラグ 

発ユーザ種別 

ダイヤル数字 

通信路要求表示 

機能レベル表示 



技別 17-100 

          

７      ６     ５      ４      ３      ２      １     ０       

         ＰＬＩ＝１１      Ｐ０＝１００           Ｐ１＝０００                 

                                 長さ表示                   

               Ｃ０＝００１１                 Ｃ１＝００１０                    

               Ａ０＝１００１                 Ａ１＝０００１                    

                          ｄｉｇｉｔ  ｎｕｍｂｅｒ 

                   Ｄ１                            Ｄ０ 

                   Ｄ３                            Ｄ２ 

 

            Ｄｎ／ｆｉｌｌｅｒ                     Ｄｍ 

         ＰＬＩ＝０１       Ｐ０＝０００           Ｐ１＝００１                 

                                                             CHSF=1 

         ＰＬＩ＝１１       Ｐ０＝０１０           Ｐ１＝０１１                 

                                 長さ表示                              通知判定表示 

       奇/偶                     番号種別 

        INN       番号計画識別子             予  備                    着ユーザ番号 

                   Ｄ１                            Ｄ０ 

 

             Ｄｎ／ｆｉｌｌｅｒ                    Ｄｍ 

        ＰＬＩ＝０１        Ｐ０＝１０１           Ｐ１＝１１１                 

                                                        ＩＳＵＰ 

        ＰＬＩ＝０１        Ｐ０＝０００           Ｐ１＝１１１                 

                                                              CNRF 

        ＰＬＩ＝１１        Ｐ０＝１１１           Ｐ１＝０００                 

                                長さ表示 

                               項目識別子                               

                                 内容長       ＮＳＰ設定情報 

                           

サービス毎ＮＳＰ情報 

 

図３．７  ＲＣＩＤ (待合せ一般接続呼)信号配列 

･
･
･ 

･
･
･ 

出回線送出数字 

課金信号要求フラグ 

ＩＳＵＰ１リンク 

接続結果信号 

希望表示 

要求フラグ 

接続指示 



技別 17-101 

 

 

  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

         PLI=10    P0=010      P1=001   発信 ID 

                ＊2 ＊1      digit number 

                     D1              D0 

        D3              D2 

         ：     ＊1：網検証識別 

         ：     ＊2：通知判定表示 

     Dn/filler      Dm   

         PLI=01    P0=010      P1=010   発ユーザ種別 

                Ｉ  Ｈ   ＊         ＣＰＣ 

                 PLI=11    P0=010      P1=110   付加ユーザ種別 

     長さ表示 

        付加ユーザ種別名 

        付加ユーザ種別ｍ 

         PLI=10    P0=011     P1=000   ダイヤル数字 

                TYPE=00       digit number 

       D1       D0 

       D3       D2 

         ： 

         ： 

                   Dn/filler          Dm 

         PLI=01     P0=101    P1=100   機能レベル表示 

                   ＊    Ｆ  Ｅ  Ｄ   Ｃ  Ｂ  Ａ 

                 PLI=01    P0=101    P1=110   通信路要求表示 

        TMR 

 

             図３．８ ＳＤＲＱ（一般接続呼）信号配列 
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       ７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

       PLI=01    P0=100     P1=111    課金形態指示  

     ＊              CHFM 

       PLI=11    P0=100     P1=000     

         長さ表示 

    C0=0100        C1=0111                                 

  A0=1001        A1=0001            

Digit number 

     D1             D0 

             D3             D2  出回線送出数字   

          

     

  Dn/filler           Dm 

  A0=1100   A1=1011                   

 長さ表示  発側ガイダンス情報 

              ガイダンス情報 

       PLI=01    P0=101     P1=111          ＩＳＵＰ１リンク希望表示 

                ＊       ISUP 

       PLI=11    P0=110     P1=111 

                  長さ表示 

       ＊  課金者種別   料金収集方法 

     料金／レート表示 

                課金情報 

     料金／レート情報 

 

  チェック 

       PLI=01    P0=101       P1=100     機能レベル表示 

        ＊      Ｆ  Ｅ  Ｄ  Ｃ  Ｂ  Ａ  

       PLI=11    P0=010       P1=011 

           長さ表示               着ユーザ番号 

      ＊1          番号種別                 ＊1  奇数／偶数 

      ＊2      ＊3         ＊      ＊4       ＊2  ＩＮＮ 

     Ｄ1              Ｄ0             ＊3  番号計画識別子 

                             ＊4  通知判定表示 

                   

   Dn/filler          Dm            

        PLI=01    P0=000    P1=001    課金信号要求フラグ  

          ＊                        CHSF      

        PLI=11    P0=111    P1=000  

                  長さ表示  NSP 設定情報 

          項目識別子           ※NSP 設定情報要求表示が要求の場合で 

                   内容長              分担課金の場合のみ設定 

             

    サービス毎ＮＳＰ情報  

 

 

   図３．９  ＳＤＲＰ（一般接続呼（ＭＲＳ））信号配列 

… 

… 

Ｍ
Ｒ
Ｓ
接
続
後
一
般
接
続 

接
続
指
示 
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７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

         PLI=01   P0=000     P1=010   切断イベント 

             ＊            ＣＬＥＶ 

                  PLI=10   P0=010     P1=101   

                 ＊          digit number 

    D1      D0 

    D3      D2    着信端末番号 

      ： 

      ： 

   Dn/filler          Dm 

         PLI=11   P0=110      P1=000   

                長さ表示（=5） 

       時刻 

           通話開始時刻 

    ＊ 

                    ＊              日 

                      ＊             月 

         PLI=11    P0=110     P1=001   

         長さ表示（=5） 

                    時刻 

          通話終了時刻 

           ＊ 

            ＊              日 

              ＊             月 

         PLI=11    P0=110     P1=010   

         長さ表示（=4） 

      時刻     通話時間 

                   

  ＊ 

            ＊              日 

図３．１０  ＣＨＩＦ（課金あり）信号配列 

 

 

 ７  ６  ５  ４  ３  ２  １  ０ 

        PLI=01   P0=000     P1=011  課金信号再送要求フラグ 

        ＊      CHRF 

         

 

   図３．１１  ＣＨＡＫ信号配列 
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４．手順 

 ４．１正常手順 

  主な正常手順を図４．１．１、図４．１．２に示す。 

 

            ＳＡＰ                                         SCP 

                   加入者データ問い合わせ（ＳＤＲＱ） 

 

     加入者データ問い合わせ応答（ＳＤＲＰ） 

 

                          課金情報（ＣＨＩＦ） 

 

                          課金応答（ＣＨＡＫ） 

 

 

図４．１．１  一般接続 

 

 

            ＳＡＰ                     SCP１                     SCP２ 

                 加入者データ 

                 問い合わせ（ＳＤＲＱ）      

                        呼転送情報（ＣＴＩＦ） 

                                          

 

                     加入者データ問い合わせ応答（ＳＤＲＰ） 

 

                               課金情報（ＣＨＩＦ） 

 

                               課金応答（ＣＨＡＫ） 

 

 

図４．１．２  呼転送接続 
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４．２  準正常手順 

 主な準正常手順一覧を表４．２に、手順を図４．２．１～４．２．４に示す。 

 

表４．２  準正常手順一覧 

項番 図番 呼種別 備考 

１ ４．２．１ 着信加入者話中  

２ ４．２．２ ＣＨＩＦ信号再送呼 SCP 再送 

３ ４．２．３ ＣＨＩＦ信号再送呼 ＳＡＰ再送 

４ ４．２．４ ＬＮＣＭ信号消滅  
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               ISM             GC        SAP  

 TEL           

                  

  ＳＥＴＵＰ     

    

      CALL PROC       ＩＡＭ        ＩＡＭ 

 

                              ＳＤＲＱ 

 

                              ＳＤＲＰ 

 

                           ＲＥＬ 

 

         ＲＥＬ         ＲＬＣ 

 

  ＤＩＳＣ        ＲＬＣ 

 

 

  ＢＴ 

 

  ＲＥＬ 

 

           REL COMP 

 

 

 

 

 

     図４．２．１ 着信加入者話中 

SCP 
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                                  ＳＡＰ                    ＳＣＰ 

 

        課金応答待ち 

                  呼管理メモリ         ＣＨＩＦ 

                                                                            使用中呼管理メモリ 

                                                                                                  ① 

                               ＣＨＡＫ（再送不要）  呼管理メモリ解放 

               呼管理メモリ解放 

                                                                             

                                                                             

            課金応答待ち                       ＣＨＩＦ 

              呼管理メモリ                                                             

                                                                            使用中呼管理メモリ 

                                                                                                  ② 

                                         ＣＨＡＫ（再送要求）    ×データ誤り 

 

 

 

                                            再送ＣＨＩＦ 

                                  ×データ誤り                     ③ 

                                                                            呼管理 

                                                                               メモリ全解放 

                                        ＣＨＡＫ（再送不要） 

                呼管理メモリ解放                           

                     ④ 

 

                                           

 

図  ４．２．２  ＣＨＩＦ信号再送呼（ＳＣＰ再送） 

 

 

 

①ＳＣＰはＳＡＰからの課金情報信号（ＣＨＩＦ）を受信すると、入力データの分析を行うがデータが正常な場合は

課金処理を実行しＳＡＰへ課金信号再送不要表示を立てた課金応答信号（ＣＨＡＫ）を送信し、該当呼管理メモリ

を解放する。 

②もし、受信したＣＨＩＦの入力データに誤りがあった場合は課金処理は行わず、課金信号再送要求表示を立てたＣ

ＨＡＫをＳＡＰへ送信する。 

③再送されて来たＣＨＩＦの入力データに再度誤りがあった場合、ＳＣＰは、該当呼管理メモリを解放し、ＳＡＰへ

課金信号再送不要表示を立てたＣＨＡＫを送信する。 

④課金信号再送不要のＣＨＡＫを受信した、ＳＡＰは、該当呼管理メモリを解放する。 
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                                  ＳＡＰ                    ＳＣＰ 

 

        課金応答待ち 

                  呼管理メモリ         ＣＨＩＦ 

                                                                            使用中呼管理メモリ 

              ①  

                               ＣＨＡＫ（再送不要）  呼管理メモリ解放 

               呼管理メモリ解放 

                                                                             

                                                                             

            課金応答待ち                       ＣＨＩＦ 

             呼管理メモリ       10 秒            ×                                     

                                10 秒            ×                         使用中呼管理メモリ 

          ×      

                                          最大１８回再送 

 

       ５秒    × 

 

         呼管理メモリ解放                                     浮き上り状態 

                              ＬＮＣＭ           呼管理メモリ  

            

                       

                                           ＬＮＲＰ（空） 

                                           

        呼管理メモリ全解放 

 

 

図 ４．２．３  ＣＨＩＦ信号再送呼（ＳＡＰ再送） 

 

 

①ＳＡＰはＳＣＰへ課金情報信号（ＣＨＩＦ）を送信し、課金信号再送不要表示の立った課金応答信号（ＣＨＡＫ）を受

信すると呼管理メモリを開放する。 

もし、送信したＣＨＩＦが信号消滅等によりＣＨＡＫが正常に受信出来ない場合は、10 秒のタイミング後に再                   

度ＣＨＩＦを送信する。 

②再送したＣＨＩＦに対し 10 秒間にＣＨＡＫが受信できない場合、更に 10 秒間隔で 7 回ＣＨＩＦを再送するが、18 回

目の再送に対し 5秒以内にＣＨＡＫが受信できない場合は、呼管理メモリを開放する。 

③この為ＳＣＰ側の呼管理メモリは浮き上った状態となるが、通話路確認信号により呼管理メモリを開放する。 

② 

③ 
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                                  ＳＡＰ                    ＳＣＰ 

 

        使用中 

                  呼管理メモリ         ＬＮＣＭ 

                                                                            使用中呼管理メモリ 

              ① 

                                      ＬＮＲＰ   

               呼管理メモリ解放      

                                                                            確認ＯＫ 

                                                                             

               ＬＮＣＭ                    使用中呼管理メモリ         

                                                                      

           ×         ② 

                                               次回オーディット処理 

 

               再送ＬＮＣＭ 

 

               呼管理メモリ解放                                      １６秒  

                              ＬＮＲＰ              

                                                       ③ 

                                                   ×                       呼管理メモリ全解放  

                                                                                   

                                            

 

図 ４．２．４  ＬＮＣＭ信号消滅 

 

通話路確認信号（ＬＮＣＭ）に於けるイリーガル処理 

 

①ＳＣＰは通信中状態の呼管理メモリに対し、1個の通話路確認信号（ＬＮＣＭ）を送信しＳＡＰからの通話路確認応答

信号（ＬＮＲＰ）を受信する事で呼管理メモリの使用状態を確認している。 

②送信したＬＮＣＭに対してＬＮＲＰを受信出来ないと、次周期に再度ＬＮＣＭを送信する。 

③再送したＬＮＣＭに対して１６秒以内にＬＮＲＰを受信出来ない時は、ＳＡＰの呼管理メモリ状態が空きと判断した

SCP は対象の呼管理メモリを解放する。 
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４．３  初期設定手順 

  ４．３．１   通話路全初期設定手順 

               通話路全初期設定の手順を図４．３．１に示す。 

 

                                   ＳＡＰ                    ＳＣＰ 

 

 

                使用中呼管理メモリ 

                                                                            使用中呼管理メモリ 

  

                             ＰＨ２                                                              ① 

               呼管理メモリ 

                 初期設定                                                   浮き上り状態 

                                              ＬＮＩＮ                         呼管理メモリ 

                        呼処理再開 

                                                                            該当呼管理 

                                                                               メモリ解放 

                                                                                                 ② 

                  問い合わせ待ち              ＳＤＲＱ 

 

 

 

                                        ＳＤＲＰ(ＢＴＴ指示) 

                      ＢＴＴ接続 

                                                                            該当呼管理           ③ 

                                                                               メモリ全解放 

 

                                              ＬＮＡＫ 

 

 

 

                  問い合わせ待ち              ＳＤＲＱ 

 

                                                                                                 ④ 

                                                                            使用中呼管理メモリ 

                                              ＳＤＲＰ 

              使用中呼管理メモリ 

 

 

 

 

図 ４．３．１  通話路全初期設定 

 

① ＳＡＰで再開処理(ＰＨ２)が発生した場合は全呼管理メモリが初期設定されてしまう為、ＳＣＰの 

    呼管理メモリが浮き上った状態となる。 

       ②  ＳＡＰは呼処理再開後に通話路初期設定信号(ＬＮＩＮ)をＳＣＰへ送信する。 

           ＳＣＰは受信したＬＮＩＮより該当ＳＡＰで使用中の呼管理メモリを捕捉し解放処理を実行する。 

③ この間、呼処理を再開したＳＡＰからの問い合わせ信号(ＳＤＲＱ)に対しては、ＢＴＴ接続指示の 

           問い合わせ応答信号(ＳＤＲＰ)を送信する。 

       ④  該当呼管理メモリをすべて解放後に通話路初期設定応答信号(ＬＮＡＫ)をＳＡＰに送信する。その後の 

           ＳＤＲＱに対しては、正常のＳＤＲＰを送信する。 
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  ４．３．２  通話路部分初期設定手順 

              通話路部分初期設定の手順を図４．３．２に示す。 

 

 

                        ＧＣ                       ＳＡＰ                       ＳＣＰ 

                                    ＩＡＭ 

                                  ＳＤＲＱ 

                                  使用中呼管理メモリ 

                                                                                      使用中呼管理メモリ 

 

             ＳＤＲＰ 

         ＡＮＭ 

 

                                                                 

       ＰＨ２ 

                ① 

                                   ＧＲＳ                               

              ＬＮＩＮ*1 

 

                                                                                      該当呼管理 

          メモリ解放    ② 

 

                                                                 ＬＮＡＫ 

    呼管理メモリ 

                                      初期設定                                                      ③ 

                                   

      

 

                                                                      *1 部分初期設定指示 

 

                                      図４．３．２  通話路部分初期設定 

 

 

① GC で再開処理(ＰＨ２)が発生した場合、対向しているＳＡＰに回線群リセット 

信号(ＧＲＳ)が送出される。 

② ＳＡＰではＧＲＳ信号を受信するとＳＣＰに部分初期設定指示の通話路初期 

設定信号(ＬＮＩＮ)を送出する。 

③ ＳＣＰでは該当呼管理メモリ対応するＳＡＰに対しＬＮＡＫを送出し、呼管理 

メモリを解放する。 
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４．４状態確認手順 

 状態確認手順を図４．４に示す。 

 

                                  ＳＡＰ                    ＳＣＰ 

 

         

             呼管理メモリ                  ＬＮＣＭ 

                                                                 呼管理メモリ 

        （使用中）    （使用中）   

                         照合ＯＫ          ＬＮＲＰ     ① 

               

                                                                            確認ＯＫ 

                                                                  （使用中）呼管理メモリ 

                                                    

                                                                      

           ＬＮＣＭ      

                                                呼管理メモリ 

       （使用中） 

         

          ② 

         呼管理メモリ                                         

                        （空き）          ＬＮＲＰ                                                      

照合ＮＧ       

                                                                           呼管理メモリ  

                                                                   （解放）             

  

                                            

 

 

図４．４状態確認手順 

 

① ＳＣＰは使用中呼管理メモリに対し通話路確認信号（ＬＮＣＭ）を送出後ＳＡＰからの

通話路確認応答信号（ＬＮＲＰ）の照合結果（ＯＫ）を確認し、使用中呼管理メモリの

状態を保持する。 

② ＳＣＰは使用中呼管理メモリに対し通話路確認信号（ＬＮＣＭ）を送出後ＳＡＰからの

通話路確認応答信号（ＬＮＲＰ）の照合結果（ＮＧ）を確認し、使用中呼管理メモリの

状態を解放する。 

～ 

～ 

～ 

～ 
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５．タイミング条件 

    ＳＡＰ－ＳＣＰ間の送受信信号のタイミングを表５に示す。 

 

 

表５  送受信信号タイミング 

 

      項  目                       概      要                           タイミング値 

 

   加入者データ        ＳＡＰ                           ＳＣＰ        応答信号 

   問合せ応答／                 ＳＤＲＱ又はＲＣＲＱ                  監視タイミング 

   再制御応答                                                         ５秒 

                                ＳＤＲＰ又はＲＣＲＰ 

                                                                      ガードタイミング 

                                                                      ３０秒 

                        ＳＡＰで信号送出後、応答信号を監視し、 

                        タイミングアウト後のガードタイミング 

                        を設定する。 

 

 

   課金応答            ＳＡＰ                           ＳＣＰ        応答信号監視 

                                      ＣＨＩＦ                        タイミング 

                                                                      ２０秒 

                                      ＣＨＡＫ 

                                                                      再送時の応答信号 

                                                                      監視タイミング 

                      ＳＡＰで信号送出後、応答信号を監視する。        ５秒 
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６．サービス適用シーケンス例 

    ６．１  フリーダイヤル 

            フリーダイヤルの主なシーケンス一覧を表６．１に、シーケンス図を図６．１．１～６．１．４に  

            示す。 

 

表６．１  シーケンス一覧 

 

項番 図番 呼種別 備考 

１ ６．１．１ 一般接続  

２ ６．１．２ おことわり登録  

３ ６．１．３ 話中時迂回接続  

４ ６．１．４ 待合せ接続  
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                           SCP 

 一般     GC/UC          SAP      ZC/GC       GC/UC    着 IP 

 TEL               TEL 

            

   発 呼 

            Ｄ Ｔ 

      0120D～J 

 

    ＩＡＭ 

 

          ＳＤＲＱ 

                 ＳＤＲＰ 

 

 

 

 

          ＩＡＭ 

                ＩＡＭ 

                呼 出 

                                                                              応 答 

    ＲＢＴ                    ANM 

                         ANM 

             ANM 

 

 

 

 

 

   切 断 

     ＲＥＬ 

     ＲＬＣ      ＲＥＬ 

          ＲＬＣ  ＲＥＬ 

         ＲＬＣ       Ｂ Ｔ 

          ＣＨＩＦ          切 断 

                 ＣＨＡＫ 

                切 断 

         ＳＵＳ 

          ＳＵＳ 

     ＳＵＳ 

            Ｂ Ｔ        ＲＥＬ 

     ＲＬＣ      ＲＥＬ 

   切 断         ＲＬＣ  ＲＥＬ 

         ＲＬＣ 

          ＣＨＩＦ 

          ＣＨＡＫ 

 

 

 

図 ６．１．１ 一般接続 

通 信 中 

発
信
者
先
掛
け 

着
信
者
先
掛
け 

    

    B 

 ﾀｲﾐﾝｸﾞ 
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           UC   SAP   SCP 

    一般/        

    TEL 

 

        発 呼 

        D  T 

        １４４ 

      ガイダンス 

     “2” or “3” or  

       “4” or “9”       ＩＡＭ 

              ＳＤＲＱ 

              ＳＤＲＰ 

            ＲＥＬ 

      ガイダンス        ＲＬＣ 

        Ｂ Ｔ 

        切 断 

 

         

 

 

 

図６．１．２  おことわり登録 
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                      EO           SAP                        ZC/GC         GC/UC 

一般ＴＥＬ                                   SCP                                  着 IP TEL1 

 

 

           発  呼 

           Ｄ  Ｔ 

         0120D～J 

                        ＩＡＭ 

                                        SDRQ 

                                        SDRP 

                                             ＩＡＭ 

                                                                  ＩＡＭ 

                                                                  ＲＥＬ      

                                             ＲＥＬ               ＲＬＣ 

                                             ＲＬＣ 

                                       RCRQ 

                                       RCRP 

                                                            ZC/GC         GC/UC        

                                                                                    着 IP TEL2 

 

 

                                              ＩＡＭ 

                                                                  ＩＡＭ       

           ＲＢＴ                                                               呼  出 

                                                                                応  答 

                                                                  ＡＮＭ 

                                              ＡＮＭ 

                         ＡＮＭ                                                

 

                                            通  信  中 

 

          切  断 

                         ＲＥＬ 

                         ＲＬＣ               ＲＥＬ 

                                              ＲＬＣ              ＲＥＬ 

                                                                  ＲＬＣ        Ｂ  Ｔ 

                                          CHIF 

                                          CHAK 

                                                                                切  断 

                                                                  ＳＵＳ 

                                             ＳＵＳ 

                        ＳＵＳ 

           Ｂ  Ｔ       ＲＥＬ 

                        ＲＬＣ               ＲＥＬ 

           切  断                            ＲＬＣ               ＲＥＬ 

                                                                  ＲＬＣ 

                                          CHIF 

                                          CHAK 

 

図６．１．３  話中時迂回接続

発
信
先
掛
け 

着
信
先
掛
け 

    

    B 

 ﾀｲﾐﾝｸﾞ 
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                                                ＳＣＰ 

                                                                                     着ＩＰ 

        一般ＴＥＬ                                                                    ＴＥＬ 

                        ＳＡＰ                                       ＧＣ／ＵＣ 

 

 

                 発  呼 

 

                  ＤＴ 

 

                0120D～J 

 

                                   ＳＤＲＱ 

 

                                   ＳＤＲＰ 

 

                                   ＲＣＩＤ 

                                                            ＩＡＭ 

                                                                               呼出 

                                                            ＲＢＴ 

                                                                               応答 

                                                            ＡＮＭ 

 

                                   ＣＮＲＥ 

 

 

 

 

                切  断                  

                                   ＣＨＩＦ 

 

                                   ＣＨＡＫ 

 

 

             T.O ガイダンス         ＣＨＩＦ 

 

                  ＢＴ 

                                   ＣＨＡＫ 

 

                切  断 

 

 

             T.O ガイダンス         ＣＨＩＦ 

 

                切  断             ＣＨＡＫ 

 

 

 

図６．１．４  待合せ接続 
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６．２ ナビダイヤル 

 

ナビダイヤルの主なシーケンス一覧を表６．２に、シーケンス図を図６．２．１に示す。 

 

 

表６．２  シーケンス一覧 

 

項番 図番 呼種別 備考 

１ ６．２．１ 一般接続  
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   一般               UC           SAP                        ZC/GC         GC/UC       着 IP 

  ＴＥＬ                                                                              TEL1 

                         

           発  呼 

           Ｄ  Ｔ 

         0570D～J 

                        ＩＡＭ 

                                        SDRQ 

                                        SDRP 

                        ＣＨＧ 

                        CHG(ACK)                                            

                                                                     

                                     

                                             ＩＡＭ 

                                                                  ＩＡＭ 

                                                                                呼  出 

                                                                                応  答 

                         ＲＢＴ                                   ＡＮＭ 

                                             ＡＮＭ 

                        ＡＮＭ 

           応  答 

 

 

           切  断               

                         ＲＥＬ 

                         ＲＬＣ               ＲＥＬ 

                                              ＲＬＣ              ＲＥＬ 

                                                                  ＲＬＣ        Ｂ  Ｔ 

                                          CHIF                                  切  断 

                                          CHAK 

                                                                                切  断 

               _                                                   ＳＵＳ 

               B                              ＳＵＳ 

             ﾀｲﾐﾝｸﾞ       ＳＵＳ 

           Ｂ  Ｔ       ＲＥＬ 

                        ＲＬＣ               ＲＥＬ 

           切  断                            ＲＬＣ               ＲＥＬ 

                                                                  ＲＬＣ 

                                          CHIF 

                                          CHAK 

 

 

 

図６．２．１  一般接続 
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通  話  中 ＣＨＧ 
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７． 特記事項 

        特になし。 


